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１．計画策定の背景・⽬的  

１-１．計画策定の背景 
指宿市では、令和元年５月に「指宿市地域公共交通基本計画」を策定し、令和２年４月１日

からは公共交通再編として、指宿市コミュニティバス「イッシーバス」を見直し、予約型乗合

タクシー「あいタク」事業、市民向けバス回数券の発行など、利用促進に向けた取り組みを進

めてきた。しかしながら、コロナ禍の影響もあり、市民や観光客等の移動ニーズや生活スタイ

ルの変化、運転手不足など、公共交通を取り巻く状況が大きく変わってきており、令和４年

10 月には市内を運行する路線バスの大幅減便も行われたところである。以前にも増して、本

市ではこれまでの取組結果をふまえた地域公共交通ネットワークの最適化、大きく落ち込んだ

観光業の振興が求められている。 

また、令和２年および令和 5 年に「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律(平成 19

年法律第 59 号)」の一部が改正され、関連制度も見直しされている。 

 

１-２．計画策定の⽬的 
本市では、公共交通を取り巻く現状を踏まえつつ、市民ニーズをはじめ地域関係者との協議

を通じて、「地域にとって望ましい地域旅客運送サービスの姿」を明らかにするマスタープラ

ンとして「指宿市地域公共交通計画」の策定を行う。なお、本計画では、本市に関係する鉄道、

バス、タクシー、船舶、各種団体が運行する移動サービスなど、全ての移動サービスを対象に

現状把握及び課題整理を進めるが、具体的な再編施策の検討にあたっては、市内で完結する公

共交通を対象とする。 

 

１-３．計画の位置づけ 
指宿市地域公共交通計画は、「第二次指宿市総合振興計画」を上位計画とし、関連計画とし

て、「指宿市都市計画マスタープラン」、「第二期指宿市まち・ひと・しごと創生総合戦略」、「指

宿市観光ビジョン」など、個別計画との連携・整合を図る。 

また、現在策定に向けて検討が進められている「指宿市立地適正化計画」とも連携を図りな

がら、公共交通に関する各種取り組みを推進していくものとする。 
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１-４．計画の区域 
本計画の区域は、指宿市全域とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１-５．計画の期間 
本計画の計画期間は、令和 6 年度～令和 10 年度までの 5 年間とする。 
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２．指宿市の地域概況  

２-１．地域概況 
（１）位置・地勢 

指宿市は、薩摩半島の最南端、鹿児島湾口に位置する面積 148.82ｋ㎡の花と緑に溢れた

食と健康のまちである。 

東は錦江湾を隔てて大隅半島と対峙し、北は県都鹿児島市、西は畑作地帯が広がる南九州市

と隣接している。南は東シナ海に臨み、明媚な風光を誇っている。 

市中央部には九州一の広さを誇る池田湖、南西部には標高 924 メートルの薩摩富士の別名

で呼ばれる秀峰開聞岳、南部には南国ムード漂う長崎鼻、東部には大潮または中潮の干潮時に

陸続きとなる、環境省の「かおり風景百選」に認定された知林ヶ島を有している。 

市の全域を霧島火山脈が縦断しており、世界に類を見ない「天然砂むし温泉」をはじめ、豊

富に湧出する温泉に恵まれている。また、１日に 10 万トンも湧き出る清水に代表され、豊か

な水環境を有するそうめん流しで有名な唐船峡の周辺地域は、国土交通省の水の郷百選に認定

されている。 

年間平均気温は、黒潮の影響から約 19 度と高く、亜熱帯的な気候である。市内にはソテツ

やブーゲンビリアが自生し、幸せを呼ぶ熱帯蝶のツマベニチョウが乱舞する北限の地とも言わ

れている。 

 

 

 

 

  

図 指宿市の標高図 

出典：国土地理院 基盤地図情報

-3-



（２）⼟地利⽤状況 
本市の地目別の土地利用構成は、山林が 34.3%を占めるほか、畑が 23.9%、湖沼 8.5%

と自然的土地利用が多くを占めており自然が豊かな環境を有している。一方、宅地は 8.7%と

なっている。 
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148.82 100.0%合　計

土地利用種別

図 指宿市の土地利用図（令和 3 年） 

出典：国土数値情報 土地利用細分メッシュ

出典：統計いぶすき（令和 4 年度版）
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（３）⼈⼝・世帯数 
本市の人口は減少傾向にあり、平成 12 年(2000 年)から令和 2 年(2020 年)までの 20

年間で約 9,700 人（全体の約 20％）減少し、令和 2 年(2020 年)の人口は 39,011 人とな

っている。 

世帯数は、平成17年(2005年)をピークに減少傾向に転じ、令和2年(2020年)は17,790

世帯となっている。また、一世帯当たりの人員は、令和 2 年(2020 年)には 2.19 人/世帯と

なり、世帯の少人数化が進行している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）年齢別⼈⼝ 
本市の年齢 3 区分別人口は、令和 2 年(2020 年)時点で、年少人口は 4,554 人、生産年

齢人口は 18,928 人、老年人口は 15,411 人となっている。 
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図 人口・世帯当たり人数の推移 

出典：国勢調査

図 年齢３区分別人口の推移 

出典：国勢調査

※ 総人口は「年齢不詳」を含む
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年齢３区分別人口の割合をみると、年少人口及び生産年齢人口は年々減少傾向にあるが、老

年人口は増加傾向にあり、令和 2 年(2020 年)の高齢化率は 39.6％と、鹿児島県の平均高齢

化率 31.9％を上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別年齢別人口をみると、男女ともに 65 歳～74 歳の人口が多くなっており、それぞれ

全体の約 2 割を占めている。一方で、男女ともに 20 歳～29 歳の人口が少なくなっている。 
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出典：国勢調査

図 男女別年齢別人口 

出典：国勢調査（令和 2 年）
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（５）地域別⼈⼝ 
本市の地域別人口は、「指宿地域」が 26,122 人（67％）で最も多く、総人口の約 7 割を

占めている。次いで「山川地域」が 7,881 人（20％）、「開聞地域」が 5,008 人（13％）

となっている。 

また、地域別の高齢化率は、「開聞地域」が 48％で最も高く、次いで「山川地域」が 45％、

「指宿地域」が 36％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 地域別の人口の割合 

出典：国勢調査（令和 2 年） 

図 地域別の年齢 3 区分別人口の割合 

出典：国勢調査（令和 2 年）
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（６）⼈⼝分布 
【総人口】 

本市の人口分布は、指宿駅周辺の市街地を中心に国道沿いに人口が集積している。そのほ

か今和泉地区、町・福元地区、川尻地区などに住宅地が分散しており一定の集積が見られる。 

一方、中山間地域でも小規模な集落が点在している状況が見られる。 

 

 

 

 

 

  

図 総人口の分布図（250ｍメッシュ） 

出典：国勢調査（令和 2 年）
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【高齢者人口】 

本市の 65 歳以上の高齢者人口分布は、総人口の分布と同様に指宿駅周辺に集積が見られ

るが、そのほか今和泉地区、町・福元地区、川尻地区に一定の集積が見られる。 

また、中山間地域でも小規模な集落が広く点在している状況が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 高齢者（65 歳以上）人口の分布図（250ｍメッシュ） 

出典：国勢調査（令和 2 年）
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【高齢化率】 

本市の 65 歳以上の高齢化率は、総人口や高齢者人口の分布の傾向とは異なり、主に市街

地では比較的若い世代が居住しており、中山間地域では高齢化率が 50％以上の箇所が点在

しており、高齢化の進行が顕著に見られる。 

 

 

 

  

図 高齢化率分布図（250ｍメッシュ） 

出典：国勢調査（令和 2 年）
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（７）将来⼈⼝ 
国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」という）の将来推計人口によると、本市

の人口は今後も減少することが予測されおり、令和 27 年(2045 年)には、令和 2 年(2020

年)の人口の 6 割程度の 25,432 人と推計されている。 

また、増加傾向にある老年人口は、令和 2 年(2020 年)をピークに減少傾向に転じると予

測されているが、高齢化率は上昇傾向にあり、令和 27 年(2045 年)には 43.6％となり、総

人口の 4 割以上が 65 歳以上の高齢者になると予測される。 
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国 勢 調 査  確 定 値  社 人 研  推 計 値  

国 勢 調 査  確 定 値  社 人 研  推 計 値  

図 年齢３区分別人口の将来推計 

出典：国勢調査（平成 7 年～令和 2 年） 

日本の地域別将来推計人口（平成 30 年推計）

（国立社会保障・人口問題研究所） 

※ 総人口は「年齢不詳」を含む
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２-２．主要施設の⽴地状況 
（１）公共施設 

本市の公共施設は、ＪＲ二月田駅周辺及びＪＲ開聞駅周辺に集積している。また、指宿駅周

辺に子育て支援施設（保育園・幼稚園）が点在している。 

 

 

 

表 指宿市の公共施設等一覧 

 

 

 

 

 

 

 

  

ＪＲ二月田駅周辺

＜JR 二月田駅周辺＞

ＪＲ開聞駅周辺 

図 指宿市の公共施設 

＜JR 開聞駅周辺＞ 
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表 指宿市の公共施設一覧 

 

  
1 指宿市役所 指宿庁舎 35 開聞武道館

2 指宿市役所 山川支所 36 開聞テニス場

3 指宿市役所 開聞支所 37 川尻ふれあい交流館

4 指宿市考古博物館 38 山川運動場

　　時遊館COCCOはしむれ 39 大成運動場

5 指宿図書館 40 山川勤労者体育センター

6 山川図書館 41 山川武道館

7 指宿市民会館 42 大成弓道場

8 山川文化ホール 43 いぶすきフットボールパーク

9 指宿校区公民館 44 指宿老人福祉センター

10 魚見校区公民館 45 指宿保健センター

11 柳田校区公民館 46 開聞保健センター

12 丹波校区公民館 47 山川老人福祉センター

13 今和泉校区公民館 48 開聞老人福祉センター

14 池田校区公民館 49 指宿市シルバー人材センター

15 中央公民館 50 指宿市子ども発達支援センター さつき園

（ふれあいプラザなのはな館内） 51 利永保育所

16 山川校区公民館 52 乗船寺保育園

（山川文化ホール内） 53 光明禅寺保育園

17 大成校区公民館 54 新西方保育園

（山川図書館内） 55 池田保育園

18 徳光校区公民館 56 しらゆき保育園

19 利永校区公民館 57 慈光保育園

20 開聞校区公民館 58 成川保育園

（開聞総合体育館内） 59 やまがわ保育園

21 川尻校区公民館 60 開聞保育園・開聞子育て支援センターKID'S

（川尻ふれあい交流館内） 61 川尻保育園

22 コミュニティセンター愉徒里館 62 ひばりこども園

23 レジャーセンターかいもん 63 うおみこども園

24 レイクグリーンパーク 64 つちはしこども学園

25 指宿総合体育館 65 花のおさなご園

26 指宿市営陸上競技場 66 コスモス幼稚園・こすもす保育園

27 指宿弓道場 67 たいせいこども園

28 サンシティホールいぶすき 68 せいあこども園

29 指宿テニス場 69 認定こども園白百合幼稚園

30 指宿市営野球場 70 みどり幼稚園

31 ふれあいプラザなのはな館 71 指宿幼稚園

32 開聞総合体育館 72 柳和幼稚園

33 開聞総合グラウンド

34 開聞弓道場

ス
ポ
ー
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・
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シ
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系
施
設

名　称 名　称種　類 種　類
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政
系

施
設

ス
ポ
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系
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設
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・
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施
設
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設
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育
系
施
設
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（２）教育施設 
本市には現在、小学校 9 校、中学校 5 校、高等学校 3 校（県立 2 校、市立１校）、特別支

援学校１校が立地している。 

 

 

 

  

図 指宿市の教育施設 
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（３）医療施設 
本市の医療施設は、ＪＲ二月田駅周辺及びＪＲ指宿駅周辺に集積している。一方で、市の北

部には病院及び診療所は立地していない。 

 

 

 

  

図 指宿市の医療施設 

ＪＲ二月田駅周辺

＜JR 二月田駅周辺＞ ＜JR 指宿駅周辺＞

ＪＲ指宿駅周辺
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（４）商業施設 
本市の商業施設は、主に指宿市街地及び国道沿いに立地している。一方、山川地域には生鮮

食料品を取り扱うスーパーはなく、開聞地域は 1 店舗のみとなっている。 

 

 

 

  

図 指宿市の商業施設 
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（５）⾦融施設 
本市では、銀行及び信用金庫は主にＪＲ指宿駅周辺に集積している。また、郵便局は、各地

域に点在している。 

 

 

 

  

図 指宿市の金融施設 
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（６）観光施設 
市内には自然や温泉、史跡等の多くの観光資源が分布している。特に海岸線に沿って景勝地

や観光地が多く点在している。 

 

 

 

  

図 指宿市の観光施設 

出典：指宿市観光ガイドブック
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本市の観光客数は、横ばいの状況が続いていたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、

令和 2 年(2020 年)以降は大幅に減少し、令和 3 年(2021 年)の観光客数は約 219 万人と

なっている。そのうち、日帰り客が 193 万人（88％）、宿泊客が 26 万人（12％）となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 3 年(2021 年)の施設別利用客数は、道の駅山川港「活お海道」が 349,044 人で最

も多く、次いで道の駅いぶすき「彩花菜館」が 348,517 人、フラワーパークかごしまが

108,408 となっている。 

 

 

 

  

図 指宿市の観光客数の推移（日帰り客・宿泊客） 

出典：統計いぶすき
※ 四捨五入の関係で内訳と合計が合わないところがある
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出典：統計いぶすき
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（７）主要施設の営業時間 
【公共施設】 

●行政系施設、社会教育系施設、保健・福祉施設は、8 時半～9 時に開館し、17 時～18

時半に閉館する施設が多い。 

●市民文化系施設、スポーツ・レクリエーション系施設は、8 時半～9 時に開館し、22 時

に閉館する施設が多い。 

【医療施設】 

●ほとんどの病院が 9 時に診療を開始し、17 時～18 時に終了する。 

【商業施設】 

●ほとんどのスーパーが 9 時半に開店し、20 時～21 時に閉店する。 

●ドラッグストアは、9 時または 10 時に開店する。一方、閉店時間は、コスモスが 20 時

～21 時、はマツモトキヨシは 23 時、ドラッグストアモリは 24 時となっている。 

【金融施設】 

●ほとんどの郵便局の営業時間は、9 時～17 時となっている。 

●全ての銀行の営業時間は、9 時～15 時となっている。 

●その他の金融施設は、概ね8時半～9時に営業を開始し、15時に営業終了となっている。 

【観光施設】 

●8 時～10 時に営業を開始し、17 時～18 時に終了する施設が多い。 

●温泉・健康施設は、他の施設と比べると終了時間は遅くなっており、20 時～21 時とな

っている。 

 

  

社
会

教
育
系
施
設

7 8 9 10 11 12 19 20 21 22 23 2413 14 15 16 17 18

赤崎病院

医
　
療
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設

病
院

山川病院

指宿浩然会病院

今林整形外科病院

西田病院

指宿医療センター

伊藤記念病院

指宿竹元病院

指宿さがら病院

開聞老人福祉センター

いぶすきフットボールパーク

保
健
・

福
祉
施

設

指宿老人福祉センター

山川老人福祉センター

山川勤労者体育センター

開聞総合グラウンド

川尻ふれあい交流館

開聞総合体育館

サンシティホールいぶすき
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ポ
ー

ツ
・
レ
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エ
ー

シ
ョ

ン
系
施
設

指宿総合体育館

指宿市営陸上競技場

指宿市民会館

山川文化ホール

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ愉徒里館

ふれあいプラザなのはな館

時遊館COCCOはしむれ

指宿図書館

公
 
共
 
施
 
設

行
政
系

施
設

指宿市役所 指宿庁舎

指宿市役所 山川支所

山川図書館

指宿市役所 開聞支所

分 類 施 設 名 称
営　業　時　間

7 8 9 10 11 12 19 20 21 22 23 2413 14 15 16 17 18
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ＪＡいぶすき 開聞中央支所

IKEDAKO PAX
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えぷろんはうす池田
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龍宮神社(にしき屋)

長崎鼻パーキングガーデン

開聞山麓自然公園

自然 開聞山麓香料園

温
泉
・
健
康

砂むし会館「砂楽」

ヘルシーランド温泉保養館

ﾍﾙｼｰﾗﾝﾄﾞ露天風呂「たまて箱温泉」

山川砂むし温泉「砂湯里」

薩摩伝承館

青隆寺

レジャーセンターかいもん
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設

都
市
型
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光

道の駅いぶすき「彩花菜館」

道の駅山川港「活お海道」

唐船峡そうめん流し

そばの館「皆楽来」

ＪＡいぶすき 中部支所

ＪＡいぶすき 本所

鹿児島相互信用金庫 指宿支店

鹿児島信用金庫 指宿支店

鹿児島銀行 指宿北出張所

鹿児島銀行 山川支店

大山郵便局

開聞入野郵便局

開聞郵便局

利永郵便局

川尻郵便局

徳光郵便局

山川郵便局

成川郵便局

指宿湯の浜郵便局

指宿郵便局

十町郵便局

池田郵便局

指宿北郵便局

ダイソー指宿東方店

金
　
融
　
施
　
設

郵
便
局

今和泉郵便局
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行
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南日本銀行 指宿支店

マツモトキヨシ指宿店
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他

コメリハード＆グリーン山川店

スーパーセンターニシムタ指宿店

YAMADAテックランド指宿店

ケーズデンキ指宿店

ナフコ指宿店

コスモス山川店

コスモス湯の浜店

ド
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ア

コスモス北指宿店

コスモス指宿市役所前店

コスモス指宿西方店

ドラッグストアモリ指宿店

ドラッグストアモリ湯の浜店

タイヨー指宿店

プラッセだいわ指宿店
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設
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ー

サンキュー北指宿店

コープ指宿店

Aコープかいもん店
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２-３．通勤・通学時の移動実態 
（１）通勤の状況 

令和 2 年国勢調査によると、本市に常住する 15 歳以上の就業者数は 18,640 人となって

おり、そのうち、16,676 人（89.5％）が市内で従業している。また、市外での従業者数は

1,916 人（10.3％）で、そのうち、鹿児島市が 1,110 人（6.0％）で最も多い。 

一方、本市で従事する 15 歳以上の就業者数は 18,757 人となっており、そのうち、16,676

人（88.9％）が市内に常住している。また、市外からの就業者数は 2,033 人（10.8％）で、

そのうち、鹿児島市が 1,265 人（6.7％）で最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 15 歳以上の通勤流動図 

【流出人口（15歳以上 就業者）】 【流入人口（15歳以上 就業者）】

人数 構成比 人数 構成比

指宿市に常住する就業者 18,640 100.0% 指宿市で従事する就業者 18,757 100.0%

市内で従業 16,676 89.5% 市内に常住 16,676 88.9%

他市町村で従業 1,916 10.3% 他市町村に常住 2,033 10.8%

鹿 鹿児島市 1,110 6.0% 鹿 鹿児島市 1,265 6.7%

児 南九州市 561 3.0% 児 南九州市 572 3.0%

島 枕崎市 96 0.5% 島 枕崎市 75 0.4%

県 南さつま市 28 0.2% 県 南さつま市 36 0.2%

内 他市町村 52 0.3% 内 他市町村 61 0.3%

69 0.4% 24 0.1%

48 0.3% 48 0.3%

単位：人

出典：国勢調査（令和2年）

県外

不詳

県外

不詳

従 業 地 常 住 地
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（２）通学の状況 
令和 2 年国勢調査によると、本市に常住する 15 歳以上の通学者数は 1,341 人となってお

り、そのうち、739 人（55.1％）が市内の学校に通学している。また、市外への通学者数は

590 人（44.0％）で、そのうち、鹿児島市が 407 人（30.4％）で最も多い。 

一方、本市にある学校への 15 歳以上の通学者数は 1,000 人となっており、そのうち、739

人（73.9％）が市内に常住している。また、市外からの通学者数は 249 人（24.9％）で、

そのうち、鹿児島市が 193 人（19.3％）で最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 15 歳以上の通学流動図 

【流出人口（15歳以上 通学者）】 【流入人口（15歳以上 通学者）】

人数 構成比 人数 構成比

指宿市に常住する通学者 1,341 100.0% 指宿市で従事する通学者 1,000 100.0%

市内で通学 739 55.1% 市内に常住 739 73.9%

他市町村で通学 590 44.0% 他市町村に常住 249 24.9%

鹿 鹿児島市 407 30.4% 鹿児島市 193 19.3%

児 南九州市 63 4.7% 南九州市 53 5.3%

島 南さつま市 46 3.4% 枕崎市 1 0.1%

県 枕崎市 35 2.6% 他市町村 2 0.2%

内 他市町村 34 2.5% 0 0.0%

5 0.4% 12 1.2%

12 0.9% 単位：人

出典：国勢調査（令和2年）
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不詳

県外

不詳
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児
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（３）通勤・通学時の利⽤交通⼿段 
【指宿市民：市内での通勤・通学者】 

本市に居住する 15 歳以上の市内での通勤・通学者（13,475 人）の利用交通手段は、「自家

用車」が 10,756 人で最も多く、全体の約 8 割を占めている。一方、公共交通の利用率は、「鉄

道・電車」が 1.7％、「乗合バス」が 0.2％、「ハイヤー・タクシー」が 0.02％、合わせて 1.9％

に留まり、公共交通の利用者は非常に少ない状況である。 

【指宿市民：市外での通勤・通学者】 

本市に居住する 15 歳以上の市外での通勤・通学者（2,519 人）の利用交通手段は、「自家用

車」が 1,737 人で最も多く、全体の約 7 割を占めている。一方、公共交通の利用率は、「鉄道・

電車」が 15.8％、「乗合バス」が 0.3％、合わせて 16.1％となっており、公共交通の利用者は

全体の 2 割に満たない。 

【市外からの通勤・通学者】 

15 歳以上の市外からの通勤者・通学者（2,282 人）の利用交通手段は、「自家用車」が 1,855

人で最も多く、全体の約 8 割を占めている。一方、公共交通の利用率は、「鉄道・電車」が 9.1％、

「乗合バス」が 0.2％、「ハイヤー・タクシー」が 0.04％、合わせて 9.3％に留まり、公共交

通の利用者は少ない状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指 宿 市 民 市外からの通勤・通学者 

 

 

 

69.0%

1.7%

15.8%

3.2%

1.9%

7.2%

市外での

通勤・通学者

2,519人

79.8%

7.7%

5.0%

1.8%

1.7% 2.1%

市内での

通勤・通学者

13,475人

図 通勤・通学時の交通手段 

出典：国勢調査（令和 2 年）

自家用車 徒歩のみ 自転車 オートバイ

鉄道・電車 勤め先・学校のバス 乗合バス ハイヤー・タクシー

その他 利用交通手段が2種類以上 不詳

交 通 手 段

人数（人） 割合 人数（人） 割合 人数（人） 割合

自家用車 10,756 79.8% 1,737 69.0% 1,855 81.3%

徒歩のみ 1,044 7.7% 7 0.3% 3 0.1%

自転車 674 5.0% 10 0.4% 2 0.1%

オートバイ 240 1.8% 44 1.7% 25 1.1%

鉄道・電車 224 1.7% 397 15.8% 207 9.1%

勤め先・学校のバス 140 1.0% 80 3.2% 28 1.2%

乗合バス 22 0.2% 8 0.3% 5 0.2%

ハイヤー・タクシー 3 0.02% 0 0.0% 1 0.04%

その他 57 0.4% 48 1.9% 27 1.2%

利用交通手段が2種類以上 278 2.1% 181 7.2% 110 4.8%

不詳 37 0.3% 7 0.3% 19 0.8%

合　計 13,475 100.0% 2,519 100.0% 2,282 100.0%

指 宿 市 民 市外からの

市内で通勤・通学 市外に通勤・通学 通勤・通学者

81.3%

1.1% 9.1%

1.2%

1.2%

4.8%

市外からの

通勤・通学者

2,282人
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３．指宿市の公共交通の概況  

３-１．公共交通網 
（１）公共交通網 

本市の主な公共交通網は、鉄道（ＪＲ指宿枕崎線）、路線バス（鹿児島交通㈱）、コミュニテ

ィバス（イッシーバス）、予約型乗合タクシー（あいタク）、タクシーで構成されている。 

また、市内の山川港からは南大隅町の根占港と約 50 分で結ぶフェリーなんきゅうが運航し

ており、指宿港からは鹿児島市、種子島、屋久島を結ぶ高速船が運航している。 

 

 

 

 

  

図 指宿市の公共交通網図 
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（２）鉄道（ＪＲ指宿枕崎線） 
本市では、ＪＲ指宿枕崎線が通っており、市内には 11 駅がある。平日の運行本数は、薩摩

今和泉駅、宮ヶ浜駅、二月田駅、指宿駅では、上下合わせて 30 本/日以上あるが、大山駅～

入野駅は、上下合わせて 15 本/日となっている。 

 

駅名 
平日 運行本数 

(上り/下り) 
最寄りバス停 

あいタク 

停留所 

薩摩今和泉駅 43（21／22） 今和泉郵便局前（イッシーバス） 有 

宮ヶ浜駅 36（18／18） 宮ヶ浜駅前（路線バス、イッシーバス） － 

二月田駅 43（21／22） 二月田（路線バス、イッシーバス） － 

指宿駅 
44（24／20） 
(うち特急 3 便：上り) 

指宿駅前（路線バス、イッシーバス） 有 

山川駅 26（19／7） 山川駅前（路線バス、イッシーバス） 有 

大山駅 15（8／7） 大山駅前（イッシーバス） － 

西大山駅 15（8／7） － － 

薩摩川尻駅 15（8／7） － － 

東開聞駅 15（8／7） － － 

開聞駅 15（8／7） 開聞駅前（路線バス） 有 

入野駅 15（8／7） 東入野（路線バス） － 

※ 上り：鹿児島中央方面、下り：指宿・山川方面 

 

 

  

図 指宿市のＪＲ指宿枕崎線の路線図 
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（３）路線バス（⿅児島交通㈱） 
本市の路線バスは、鹿児島交通㈱が広域路線バス 3 系統、市内路線バス 2 系統を運行して

おり、概ね全日運行を基本とし、観光客や市民の移動手段として活用が図られている。 

 

項目 路線名 
平日便数 
(上り/下り) 

運行日 運賃 

広域路線 

バス 

いわさきホテル～武家屋敷入口 ４／４ 毎日 

距離制 

鹿児島（金生町）～たまて箱温泉 ５／５ 毎日 

なのはな館～東大川 ６／６ 
毎日 

（一部土日祝運休）

市内路線 

バス 

知林ヶ島入口～池田湖 ３／３ 
毎日 

（一部土日祝運休）

活お海道～開聞駅前 １／１ 毎日 

 

 

 

  

図 指宿市の路線バスの路線図 
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【指宿市民限定 鹿児島交通㈱路線バス回数券】 

■販売価格：2,000 円 

額面 3,000 円（100 円券×20 枚、50 円券×20 枚） 

 

■販売対象：指宿市民及び市内の団体等（年齢や居住地域の制限なし） 

 

■使用できる路線及び停留所 

鹿児島交通㈱路線バス 利用可能な区間 

鹿児島（金生町） ～ たまて箱温泉 瀬崎 ～ たまて箱温泉 

武家屋敷入口 ～ いわさきホテル 瀬崎 ～ いわさきホテル 

なのはな館 ～ 東大川 なのはな館 ～ 物袋 

活お海道～ 開聞駅 全停留所 

知林ヶ島入口 ～ 池田湖 全停留所 

※鹿児島交通㈱路線バスでの市内乗降利用に限る。 

※イッシーバス、空港特急バスでは利用できない。 

 

■使用可能日：毎日、全てのダイヤで使用可能 

 

■販売場所：市内の郵便局（14 局） ※ 簡易郵便局を除く 

 

■購入方法：① 身分証明書をもって郵便局へ行く 

② 所定の購入申込書に氏名・住所を記入し、郵便局員に身分証明書を提示

して回数券を購入する 

 

■回数券表紙見本 

 

 

 

 

 

 

  

-29-



（４）コミュニティバス「イッシーバス」 
コミュニティバス「イッシーバス」は、路線バスが運行するルートを補完し、高齢者等への

交通手段の確保や交通空白地域の解消等を目的として、市から鹿児島交通㈱への委託により運

行している。 

令和 2 年 4 月の再編で、路線バス（鹿児島交通㈱）との重複区間の解消や予約型乗合タク

シー「あいタク」の導入等により、路線の短縮や廃止等の変更を行い、「小牧線」、「徳光・鰻

線」、「開聞循環線」、「イッシーバス連絡線」の 4 路線の運行を開始した。 

しかし、令和 3 年 10 月で「開聞循環線」を廃止し、同年 11 月から予約型乗合タクシー

「あいタク」の「開聞線」が運行を開始した。 

そして、令和 4 年 10 月には、市内を運行する路線バスの大幅な減便に伴い、イッシーバ

スの運行体系の見直しを行い、「イッシーバス連絡線」を廃止し、「小牧線」は「小牧～ニシム

タ指宿店線」、「徳光・鰻線」は「川尻～なのはな館線」となり、現在は 2 路線運行している。 

 

表 旧ルートの概要（令和 2 年 4 月～令和 4 年 9 月） 

路線名 
運行便数 

（上り/下り） 
運行日 運賃 運行期間 

小牧線 ３／３ 月・水・金曜日 1 回 250 円 R2.4～R4.9 

徳光・鰻線 ３／３ 火・木・土曜日 1 回 250 円 R2.4～R4.9 

開聞循環線 ３／３ 火・土曜日 1 回 200 円 R2.4～R3.10 

イッシーバス連絡線 片道 1 便 火・土曜日 無料 R2.4～R4.9 

 

 

 

表 現行ルートの概要（令和 4 年 10 月～現在） 

路線名 
運行便数 

（上り/下り） 
運行日 運賃 備考 

小牧～ニシムタ指宿店線 ３／３ 月・水・金曜日 
1 回 250 円 

祝日・ 

12 月 31 日～ 

1 月 2 日は運休川尻～なのはな館線 ３／３ 火・木・土曜日 
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図 指宿市のコミュニティバスの路線図 
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① 小牧～ニシムタ指宿店線 

 

 

 

  

図 指宿市のコミュニティバス「小牧～ニシムタ指宿店線」の路線図 
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② 川尻～なのはな館線 

 

 

  

図 指宿市のコミュニティバス「川尻～なのはな館線」の路線図 
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（５）予約型乗合タクシー「あいタク」 
予約型乗合タクシー「あいタク」は、路線バス及びイッシーバスが走行しない地域で運行し

ており、対象地区と市街地の主要施設や病院を結んでいる。現在は 6 路線運行しており、「畠

久保・西方線」、「池田線」、「魚見線」、「尾下線」の 4 路線は令和 2 年 4 月に運行開始、「開

聞線」は令和 3 年 11 月に運行開始、「鰻線」は令和 4 年 10 月に運行を開始した。 

利用対象者は「指宿市民かつ対象地区の居住者」で、路線ごとに運行日や運行時間が決まっ

ている。 

利用するためには、事前に利用者登録を行い、乗車するにあたっては、各タクシー会社への

電話予約が必要である。 

乗降場所は、運行対象区域内（自宅を含む）から、市街地乗降場所もしくは「あいタク」で

定められた停留所となっている。 

 

路線名 対象地区 運行事業者 運行日 
運行便数 
(上り/下り)

運賃 

畠久保・西方線 
畠久保・細田西(幸屋) 

・永嶺・臼山・水迫 

指宿 

観光交通㈱ 
月・水・金 2／3 

300～ 

500 円 

池田線 

下門・石嶺・堀切園・ 

池崎・仮屋・大迫・ 

中浜・新永吉 

鹿児島 

第一交通㈱ 
火・木・土 2／3 

200～ 

500 円 

魚見線 
尾掛・上吹越・下吹越 

・五郎ヶ岡（一部） 
指宿タクシー 月・水・金 2／3 

200～ 

300 円 

鰻線 鰻 山川タクシー 火・木・土 2／3 
一律 

200 円 

尾下線 尾下 山川タクシー 月・水・金 2／3 
200～ 

400 円 

開聞線 

開聞十町区域 

㈱南九州 

あづま交通 

月・木 3／3 

一律 

200 円 
仙田・上野区域 火・金 3／3 

川尻区域 水・土 3／3 
   

＜備考＞ 

●運 休 日：運行日が祝日の場合及び 12 月 31 日～1 月 2 日 

●利 用 対 象 者：指宿市民かつ対象地区の居住者 

●予約受付時間：午前 7 時から午後 5 時まで 

●予約の締切時間：朝 1 便（9：00 発）は前日の午後 5 時までに、

それ以外の便は、当日の乗車時間の 1 時間前まで。 

  

「あいタク」の市街地

の停留所 

-37-



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

-38-



 

① 畠久保・西方線 

対 象 地 区 畠久保・細田西（幸屋）・永嶺・臼山・水迫 

運行事業者 指宿観光交通㈱ 

運 行 日 月・水・金曜日（祝日、12 月 31 日～1 月 2 日は運休） 

運 行 時 間 

予約があった時のみ運行 

上り 2 便（9：00／11：00） 

下り 3 便（11：00／13：00／15：00） 

運   賃 300～500 円 

備  考 

●「畠久保」、「細田西（幸屋）」、「永嶺」、「臼山」、「水迫」の地区内又は地

区間での乗降には利用できない。 

●「だいわ周辺」から「指宿医療センター」までの市街地内で乗降する場

合は利用できない。 

 

運 行 経 路 図  

 

    

＜運行対象区域＞ ＜市街地乗降場所＞

※１
だいわ周辺

プラッセだいわ指宿店、ナフコ指宿店、しまむら指宿店、
指宿脳神経外科

※2
指宿駅周辺

指宿駅、タイヨー指宿店、小吉胃腸科クリニック、
木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック、福元医院
鹿児島銀行前バス停、岩下眼科医院、生駒外科医院、
指宿郵便局、北薗産婦人科クリニック
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② 池田線 

対 象 地 区 下門・石嶺・堀切園・池崎・仮屋・大迫・中浜・新永吉 

運行事業者 鹿児島第一交通㈱ 

運 行 日 曜日（祝日、12 月 31 日～1 月 2 日は運休） 

運 行 時 間 

予約があった時のみ運行 

上り 2 便（9：00／11：00） 

下り 3 便（11：00／13：00／15：00） 

運   賃 200～500 円 

備  考 

●地区内又は地区間での乗降には利用できない。 

●「薩摩今和泉駅」から「指宿医療センター」までの市街地内で乗降する

場合は利用できない。 

 

運 行 経 路 図  

 

    

＜運行対象区域＞ ＜市街地乗降場所＞

※１
だいわ周辺

プラッセだいわ指宿店、ナフコ指宿店、しまむら指宿店、指宿脳神経外科

※2
指宿駅周辺

指宿駅、タイヨー指宿店、小吉胃腸科クリニック、木之下外科・胃腸科・
肛門科クリニック、福元医院、鹿児島銀行前バス停、岩下眼科医院、生駒
外科医院、指宿郵便局、北薗産婦人科クリニック

-40-



 

③ 魚見線 

対 象 地 区 尾掛・上吹越・下吹越・五郎ヶ岡（一部） 

運行事業者 指宿タクシー 

運 行 日 月・水・金曜日（祝日、12 月 31 日～1 月 2 日は運休） 

運 行 時 間 

予約があった時のみ運行 

上り 2 便（9：00／11：00） 

下り 3 便（11：00／13：00／15：00） 

運   賃 200～300 円 

備  考 

●「尾掛」、「上吹越」、「下吹越」、「五郎ヶ岡」の地区内又は地区間での乗

降には利用できない。 

●「だいわ周辺」から「指宿医療センター」の市街地内で乗降する場合は

利用できない。 

 

運 行 経 路 図  

 

  

＜運行対象区域＞ ＜市街地乗降場所＞

※１
だいわ周辺

プラッセだいわ指宿店、ナフコ指宿店、しまむら指宿店、
指宿脳神経外科

※2
指宿駅周辺

指宿駅、タイヨー指宿店、小吉胃腸科クリニック、
木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック、福元医院
鹿児島銀行前バス停、岩下眼科医院、生駒外科医院、
指宿郵便局、北薗産婦人科クリニック
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④ 鰻線 

対 象 地 区 鰻 

運行事業者 山川タクシー 

運 行 日 火・木・土曜日（祝日、12 月 31 日～1 月 2 日は運休） 

運 行 時 間 

予約があった時のみ運行 

上り 2 便（9：00／11：00） 

下り 3 便（11：00／14：00／17：00） 

運   賃 一律 200 円 

備  考 ●「鰻入口」から「だいわ周辺」までの間で乗降する場合は利用できない。

 

運 行 経 路 図  

 

  

＜運行対象区域＞ ＜市街地乗降場所＞

※１
だいわ周辺

プラッセだいわ指宿店、ナフコ指宿店、しまむら指宿店、
指宿脳神経外科

※2
指宿駅周辺

指宿駅、タイヨー指宿店、小吉胃腸科クリニック、
木之下外科・胃腸科・肛門科クリニック、福元医院
鹿児島銀行前バス停、岩下眼科医院、生駒外科医院、
指宿郵便局、北薗産婦人科クリニック
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⑤ 尾下線 

対 象 地 区 尾下 

運行事業者 山川タクシー 

運 行 日 月・水・金曜日（祝日、12 月 31 日～1 月 2 日は運休） 

運 行 時 間 

予約があった時のみ運行 

上り 2 便（9：00／11：00） 

下り 3 便（11：00／13：00／15：00） 

運   賃 200～400 円 

備  考 
●「肥後胃腸科クリニック」から「だいわ周辺」までの間で乗降する場合

は利用できない。 

 

運 行 経 路 図  

 

    

※１
だいわ周辺

プラッセだいわ指宿店、ナフコ指宿店、しまむら指宿店、指宿脳神経外科

※2
指宿駅周辺

指宿駅、タイヨー指宿店、小吉胃腸科クリニック、木之下外科・胃腸科・
肛門科クリニック、福元医院、鹿児島銀行前バス停、岩下眼科医院、生駒
外科医院、指宿郵便局、北薗産婦人科クリニック
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⑥ 開聞線 

対 象 地 区 開聞十町区域（十町区）／ 仙田・上野区域 ／ 川尻区域 

運行事業者 ㈱南九州あづま交通 

運 行 日 

開聞十町区域（十町区）：月・木曜日 

仙田・上野区域：火・金曜日      （祝日、12 月 31 日～1 月 2 日は運休）

川尻区域曜日：水・土曜日 

運 行 時 間 

予約があった時のみ運行 

上り 3 便（9：00／11：00／13：00） 

下り 3 便（10：00／12：00／14：00） 

運   賃 一律 200 円 

備  考 

●各区域内での移動には利用できない。ただし、川尻区域から「濵田洋一

郎医院」まで、及び仙田・上野区域から「赤崎病院」までは利用可。 

●停留所から停留所への移動には利用できない。 

（例：開聞駅から A コープまでの乗車） 

 

運 行 経 路 図  
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（６）タクシー 
市内のタクシー事業者数は、全 5 社となっており、うち市内に本社を置く会社が 1 社とな

っている。 

周辺市と比較すると、本市の観光産業都市の一面から、タクシー車両数や運転者数等が多い

傾向にあることがうかがえる。 

 

令和３年度 

九州管内営業区域別タクシー 

輸送実績集計表 

指宿市 
（参考） 

南九州市 

（参考） 

南さつま市 

事業用 

自動車 

車両数 80 34 42 

延実在車両数 33,057 13,140 15,391 

延実働車両数 12,661 3,780 5,942 

実働率 38.3％ 28.8％ 38.6％ 

走行キロ 

実車キロ 439,732 152,435 246,841 

総走行キロ 1,065,069 391,631 531,850 

実車率 41.3％ 38.9％ 46.4％ 

輸送回数（回） 110,638 32,763 73,244 

輸送人員（人） 156,609 43,912 93,944 

営業収入（千円） 150,838 48,760 89,489 

実働一日 

一車あたり 

走行キロ 84.1 103.6 89.5 

営業収入（円） 11,914 12,899 15,060 

一車一回あたり実車キロ 4.0 4.7 3.4 

運転者数（人） 62 22 27 

従業員数（人） 66 23 30 

出典：九州運輸局 九州管内営業区域別タクシー輸送実績集計表（令和３年度） 
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（７）スクールバス（⼭川⼩学校） 
本市では、令和 3 年 4 月に新たに開校し

た山川小学校（山川小学校、大成小学校、徳

光小学校、利永小学校の 4 校が統合）に通

学している児童を対象にスクールバスを運

行しており、運行便数は、登校時に 7 便、

下校時に 5 便となっている。 

 

 

表 登校時の運行時刻 

方面 車両 乗車場所① 乗車場所② 到着時刻

山川 1 号車 山川文化ホール 7:36 － － 7:45 

 2 号車 山川文化ホール 7:36 － － 7:45 

 3 号車 市営土矢倉団地 7:32 ヘルシーランド 7:38 7:45 

徳光 1 号車 徳光公民館 7:30 浜児ケ水集落センター 7:38 7:45 

 2 号車 徳光公民館 7:35 － － 7:45 

 3 号車 徳光苑付近 7:25 徳光公民館 7:35 7:45 

利永 － 利永集落センター 7:30 利永小学校 7:35 7:45 

 

表 下校時（5 校時の場合）の運行時刻 

方面 車両 出発時刻 到着場所① 到着場所② 到着場所③ 

山川 1 号車 15:20 山川文化ホール － － 

 2 号車 15:20 山川文化ホール － － 

 3 号車 15:20 ヘルシーランド 市営土矢倉団地 － 

徳光 － 15:20 徳光公民館 浜児ケ水集落センター 徳光苑付近 

利永 － 15:20 利永集落センター 利永小学校 － 

※ 下校時は学校の校時によって時間が異なる 

 

表 利用児童数と使用車両 

方面 令和 3 年度 令和 4 年度 令和 5 年度 

山川 48 人 46 人 41 人 

 ・マイクロバス 3 台 ・マイクロバス 3 台 
・マイクロバス 2 台 

・ハイエース 1 台 

徳光 53 人 52 人 54 人 

 
・マイクロバス 2 台 

・ハイエース 1 台 

・マイクロバス 2 台 

・ハイエース 1 台 
・マイクロバス 3 台 

利永 19 人 16 人 19 人 

 ・マイクロバス 1 台 ・マイクロバス 1 台 ・マイクロバス 1 台 

計 120 人 114 人 114 人 
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（８）フェリーなんきゅう（⼭川港〜根占港） 
山川地域の山川港では、南大隅町の根占港とを結ぶフェリーが 1 日 4 往復運航している。 

 

運行会社 路線名 平日便数 運行日 所要時間 運賃 

フェリー 

なんきゅう 

山川港→根占港 4 便/日 毎日 50 分 大人 800 円 

小人 400 円 根占港→山川港 4 便/日 毎日 50 分 

 

表 夏期ダイヤ（平日のみ） 

 山川港発  根占港着   根占港発  山川港着 

1 便 8:00 → 8:50  1 便 9:00 → 9:50 

2 便 10:00 → 10:50  2 便 11:00 → 11:50 

3 便 13:00 → 13:50  3 便 15:00 → 15:50 

4 便 16:00 → 16:50  4 便 17:00 → 17:50 

 

表 冬期ダイヤ 

 山川港発  根占港着   根占港発  山川港着 

1 便 8:00 → 8:50  1 便 9:00 → 9:50 

2 便 10:00 → 10:50  2 便 11:00 → 11:50 

3 便 13:00 → 13:50  3 便 15:00 → 15:50 

4 便 15:30 → 16:20  4 便 16:30 → 17:20 

 

 

（９）⾼速船トッピー・ロケット（⿅児島港〜指宿港〜種⼦島・屋久島） 
指宿地域の指宿港では、鹿児島、種子島および屋久島とを結ぶ高速船が 1 日 1～2 往復運

航している。 

 

運行会社 路線名 平日便数 運行日 所要時間 運賃 

種子屋久 

高速船 

指宿→鹿児島 2 便/日 毎日 40 分 大人 3,500 円

小人 1,750 円鹿児島→指宿 1 便/日 毎日 40 分 

指宿→種子島 1 便/日 毎日 140 分 大人 8,400 円

小人 4,200 円種子島→指宿 1 便/日 毎日 65 分 

指宿→屋久島 1 便/日 毎日 95 分 大人 9,800 円

小人 4,900 円屋久島→指宿 2 便/日 毎日 130 分 
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３-２．公共交通の利⽤状況 
（１）路線バス（⿅児島交通㈱）の利⽤者数 

路線バスの利用者数は年々減少傾向にあり、「令和 3 年 10 月～令和 4 年 9 月」は 302,832

人となっている。4 年前（平成 29 年 10 月～平成 30 年 9 月）と比較すると、約 123,000

人（29％）減少している。 

「令和 3 年 10 月～令和 4 年 9 月」の路線別の利用者数は、「鹿児島（金生町）～山川桟

橋」が 97,789 人で最も多く、次いで「なのはな館～東大川」が 70,888 人、「知林ヶ島入

口～池田湖」が 43,578 人となっている。 

 

表 路線バスの利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

426,061 417,293 
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各
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線
の
利
用
者
数
（
人
）

総
数
（人
）

総数 鹿児島（金生町）～山川桟橋

なのはな館～東大川 いわさきホテル～武家屋敷入口

知林ヶ島入口～池田湖 活お海道～開聞駅前

指宿駅前～開聞駅前（R4.9で廃止）

H29.10 H30.10 R1.10 R2.10 R3.10
～H30.9 ～R1.9 ～R2.9 ～R3.9 ～R4.9

鹿児島（金生町）～山川桟橋 141,452 144,360 101,137 91,566 97,789

なのはな館～東大川 90,399 90,122 73,341 72,268 70,888

いわさきホテル～武家屋敷入口 51,654 51,548 41,857 39,700 39,497

知林ヶ島入口～池田湖 64,969 63,814 46,400 46,055 43,578

活お海道～開聞駅前 43,437 30,888 23,542 22,534 22,974

指宿駅前～開聞駅前（R4.9で廃止） 34,150 36,561 30,950 30,892 28,106

426,061 417,293 317,227 303,015 302,832

路 　　線

総　数

広域
路線
バス

市内
路線
バス

図 路線バスの利用者数の推移 

出典：鹿児島交通㈱提供資料

約 12.3 万人（29％）

減 少 

令和 2 年～ 

新型コロナウイルス

感染症拡大 
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（２）コミュニティバス「イッシーバス」の利⽤者数 
イッシーバスの利用者数は緩やかな増加傾向にあり、令和4年度は5,376人となっている。 

路線別では、「小牧～ニシムタ指宿店線（小牧線）」は微増傾向で、令和 4 年度は 2,289 人、

「川尻～なのはな館線（徳光・鰻線）」は横ばい状況が続き、令和 4 年度は 3,041 人となっ

ている。 

 

表 イッシーバスの利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R2年度 R3年度 R4年度
（2020） （2021） （2022）

小牧～ニシムタ指宿店線

（小牧線
※

）
1,755 2,151 2,289

川尻～なのはな館線

（徳光・鰻線
※

）
2,994 2,978 3,041

開聞循環線
（～R3.10まで）

122 34 －

イッシーバス連絡線
（～R4.9まで）

194 155 46

5,065 5,318 5,376

路 線 名

総　数

図 イッシーバスの利用者数の推移 

出典：指宿市

※「小牧線」、「徳光・鰻線」：R2.4～R4.9
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①「小牧～ニシムタ指宿店線」の利用者数 

■便別利用者数 

令和 4 年度の便別利用者数は、「ニシムタ指宿店行き」では「2 便」が最も多く、679

人/年となっている。また、「八幡神社前行き」も同様に「2 便」が最も多く、307 人/

年となっている。 

■月別利用者数 

令和 4 年度の月別利用者数は、「10 月」が 223 人/月で最も多く、次いで「3 月」が

221 人/月、「8 月」が 214 人/月となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

便 運 行 日

ニシムタ指宿店行き 1便 7:59 ～ 9:12 月・水・金曜日

2便 10:59 ～ 12:12

3便 14:59 ～ 16:12

八幡神社前行き 1便 9:33 ～ 10:46

2便 13:33 ～ 14:46

3便 16:33 ～ 17:46

方　面 運 行 時 間
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ニシムタ指宿店行き 八幡神社前行き
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189 

221 

0
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小牧線（R4.4～R4.9） 小牧～ニシムタ指宿店線（R4.10～R5.3）

（人/月）

図 「小牧～ニシムタ指宿店線」の便別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市

図 「小牧～ニシムタ指宿店線」の月別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市

平 均 

191 人/月 
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②「川尻～なのはな館線」の利用者数 

■便別利用者数 

令和 4 年度の便別利用者数は、「なのはな館行き」では「2 便」が最も多く、865 人/

年となっている。また、「フラワーパーク行き」も同様に「2 便」が最も多く、534 人/

年となっている。 

■月別利用者数 

令和 4 年度の月別利用者数は、「10 月」が 302 人/月で最も多く、次いで「12 月」

が 297 人/月、「1 月」が 289 人/月となっている。 
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図 「川尻～なのはな館線」の月別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市
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（３）予約型乗合タクシー「あいタク」の利⽤者数 
「あいタク」の利用者数は年々増加傾向にあり、令和 4 年度は 1,951 人なっている。運行

を開始した令和 2 年度と比較すると、790 人（68％）増加している。 

令和 4 年度の路線別の利用者数は、「魚見線」が 953 人で最も多く、次いで「池田線」が

360 人、「鰻線」が 316 人となっている。 

 

表 「あいタク」の利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

R2年度
（2020）

R3年度
（2021）

R4年度
（2022）

備　考

畠久保・西方線 172 189 188

池田線 282 258 360

魚見線 588 1,070 953

鰻線 － － 316 2022年10月から運行開始

尾下線 119 121 111

開聞線 － 18 23 2021年11月から運行開始

1,161 1,656 1,951総　数

路　線

図 「あいタク」の利用者数の推移 

出典：指宿市
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①「畠久保・西方線」の利用者数 

■便別利用者数 

令和 4 年度の便別利用者数は、上り（1 便）が 82 人/年で最も多く、次いで下り（1

便）が 55 人/年、下り（2 便）が 35 人/年となっている。 

■月別利用者数 

令和 4 年度の月別利用者数は、「4 月」が 25 人/月で最も多く、次いで「5 月」が 21

人/月、「10 月」が 20 人/月となっている。 
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図 「畠久保・西方線」の便別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市

図 「畠久保・西方線」の月別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市
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②「池田線」の利用者数 

■便別利用者数 

令和 4 年度の便別利用者数は、上り（1 便）が 134 人/年で最も多く、次いで下り（3

便）が 90 人/年、上り（2 便）が 61 人/年となっている。 

■月別利用者数 

令和 4 年度の月別利用者数は、「12 月」が 60 人/月で最も多く、次いで「10 月」が

46 人/月、「3 月」が 41 人/月となっている。 
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出典：指宿市

図 「池田線」の月別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市
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③「魚見線」の利用者数 

■便別利用者数 

令和 4 年度の便別利用者数は、上り（1 便）が 290 人/年で最も多く、次いで下り（2

便）が 230 人/年、下り（1 便）が 211 人/年となっている。 

■月別利用者数 

令和 4 年度の月別利用者数は、「12 月」が 92 人/月で最も多く、次いで「5 月」が

91 人/月、「6 月」が 90 人/月となっている。 

 

 

 

 

  

図 「魚見線」の便別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市

図 「魚見線」の月別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市
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④「鰻線」の利用者数 

■便別利用者数 

令和 4 年度の便別利用者数は、上り（1 便）が 129 人/年で最も多く、次いで下り（3

便）が 62 人/年、下り（1 便）が 59 人/年となっている。 

■月別利用者数 

令和 4 年度の月別利用者数は、「3 月」が 83 人/月で最も多く、次いで「12 月」が

60 人/月、「10 月」が 47 人/月となっている。 
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図 「鰻線」の便別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市

図 「鰻線」の月別利用者数（令和 4 年度） 
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⑤「尾下線」の利用者数 

■便別利用者数 

令和 4 年度の便別利用者数は、上り（1 便）が 54 人/年で最も多く、次いで下り（1

便）が 51 人/年となっている。 

■月別利用者数 

令和 4 年度の月別利用者数は、「3 月」が 19 人/月で最も多く、次いで「5 月」及び

「2 月」が 12 人/月となっている。 

 

 

 

 

  

図 「尾下線」の便別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市

図 「尾下線」の月別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市
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⑥「開聞線」の利用者数 

■便別利用者数 

令和 4 年度の便別利用者数は、上り（1 便）が 12 人/年で最も多く、次いで下り（1

便）が 7 人/年、下り（2 便）が 4 人/年となっている。 

■月別利用者数 

令和 4 年度の月別利用者数は、「6 月」が 6 人/月で最も多く、次いで「7 月」及び「12

月」が 4 人/月となっている。 

 

 

 

 

 

  

図 「開聞線」の便別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市

図 「開聞線」の月別利用者数（令和 4 年度） 

出典：指宿市
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（４）ＪＲ指宿枕崎線の利⽤者数 
市内ＪＲ駅の乗車人数は近年減少傾向が続いており、令和 4 年度において市内で最も利用

が多い駅は指宿駅で 511 人/日、次いで薩摩今和泉駅の 390 人/日、二月田駅の 311 人/日

となっている。一方、山川駅以西では運行本数が減るため、利用者も大きく落ち込んでいる。 

また、ＪＲ指宿枕崎線の「鹿児島中央駅」⇔「指宿駅」では、平成 23 年の九州新幹線全線

開業に合わせて観光列車「指宿のたまて箱」を運行しており、日中 3 往復の運行は観光客に

人気となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）フェリー（⼭川港〜根占港）の利⽤者数 
フェリーなんきゅう（山川港～根占港）の利用者数は、平成 30 年をピークに減少に転じ、

令和 3 年は 34,100 人となっている。 
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図 フェリーなんきゅう（山川港～根占港）の利用者数の推移 
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３-３．公共交通の居住⼈⼝カバーの状況 
（１）鉄道及び路線バスによる⼈⼝カバー状況 

令和 2 年国勢調査の 250ｍメッシュを基に、鉄道（ＪＲ指宿枕崎線）の駅から半径 500

ｍ、路線バス（鹿児島交通㈱）のバス停から半径 300ｍをカバー圏として設定し、居住人口

に対する公共交通カバー率の算定を行った。 

算定の結果、本市の鉄道及び路線バスによる居住人口カバー率は 55％となっている。地域

別では「山川地域」が 71％で最も高く、次いで「開聞地域」が 60％、「指宿地域」が 50％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図 指宿市の公共交通（鉄道・路線バス）の居住人口カバーの状況 

（A） （B） （B）/（A）
R2国勢調査総人口 公共交通カバー人口 公共交通カバー率

指宿市 計 39,011人 21,582人 55%

指宿地域 26,122人 13,003人 50%

山川地域 7,881人 5,595人 71%

開聞地域 5,008人 2,984人 60%

地 域
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（２）公共交通全体による⼈⼝カバー状況 
前頁で作成した鉄道及び路線バスのカバー圏に、「イッシーバス」のバス停のカバー圏（バ

ス停から半径 300ｍ）と「あいタク」のカバー圏（運行対象地区）を加えて、公共交通全体

によるカバー率の算定を行った。 

算定の結果、本市の公共交通全体の居住人口カバー率は 80%となり、鉄道及び路線バスの

カバー率から大幅に上昇した。 

 

 

 

 

 

 

 

  

（A） （B） （B）/（A）
R2国勢調査総人口 公共交通カバー人口 公共交通カバー率

指宿市 計 39,011人 31,346人 80%

指宿地域 26,122人 20,360人 78%

山川地域 7,881人 5,978人 76%

開聞地域 5,008人 5,008人 100%

地 域

図 指宿市の公共交通全体の居住人口カバーの状況 
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３-４．公共交通に対する財政負担状況 
（１）年度別公共交通経費の推移 

本市の公共交通に対する財政負担額は、ほぼ横ばいで推移しており、令和 4 年度は 1,920

万円である。内訳は、「イッシーバス」が 1,357 万円（71％）で最も多く、次いで「あいタ

ク」が 286 万円（16％）、「路線バス」が 246 万円（13％）となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、公共交通による収入は増加傾向にあり、令和 4 年度は前年度から約 31 万円（14％）

増加して 252 万円となっている。また、その内訳は、イッシーバスの運賃収入が 126 万円

で最も多く、次いで、路線バスの回数券の販売収入が 83 万円、「あいタク」の運賃収入が 44

万円で、収支率は 13.1％となっている。 
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図 公共交通による収入・収支率の推移 

出典：指宿市
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（２）路線バスに対する負担額 
令和 4 年度の路線バスに対する負担額は、前年度より 138 万円増加して 246 万円で、そ

の内訳は、「地域間幹線確保維持費補助金」が 123 万円で最も多く、次いで「バス回数券（鹿

児島交通㈱へ支払）」が 116 万円となっている。 
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（３）イッシーバスに対する負担額 
イッシーバスに対する負担額は、「イッシーバス委託料（鹿児島交通㈱分）」はほぼ横ばい状

況で、1,100 万円台で推移しているが、「開聞循環線・イッシーバス連絡線の運行経費」は「開

聞循環線」及び「イッシー連絡線」の廃止により大幅に減少し、令和 4 年度のイッシーバス

に対する負担額の合計は、前年度から約 250 万円（16％）減少して 1,357 万円となってい

る。 

一方で、イッシーバスの運賃収入はほぼ横ばい状況で、約 120 万円程度で推移しており、

令和 4 年度は 126 万円となっている。また、損益は 1,357 万円の赤字となっている。 
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図 イッシーバスに対する負担額の推移 

出典：指宿市

※「開聞循環線」は令和 3 年 10 月で廃止、「イッシーバス連絡線」は令和 4 年 9 月で廃止

図 イッシーバスの運賃収入・運行経費・損益の推移 

出典：指宿市
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（４）「あいタク」に対する負担額 
「あいタク」の運賃収入は緩やかな増加傾向にあり、令和 4 年度は前年度より約 6 万円

（15％）増加して 44 万円となっている。一方、運行経費も年々増加傾向にあり、令和 4 年

度は前年度より約 81 万円（33％）増加して 330 万円となっている。また、損益は 286 万

円の赤字となっている。 
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図 「あいタク」の運賃収入・運行経費・損益の推移 

出典：指宿市
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４．上位関連計画  

４-１．第⼆次指宿市総合振興計画 後期基本計画 
策定年次 令和３年３月 

計画目的 

総合振興計画は、総合的なまちづくりの計画であり、目指すべきまちの将来

像を描き、まちづくりの目標を明確にする、本市のまちづくりの羅針盤となる。

また、市民や事業者との協働によるまちづくりを進めるための指針であり、

地域の均衡ある発展と、今後の新たな時代環境に柔軟に対応することを目的と

して策定する。 

計画期間 
基本構想：平成 28（2016）年度～令和 7（2025）年度までの 10 年間 

後期基本計画：令和 3（2021）年度～令和 7（2025）年度までの 5 年間 

公共交通に 

関連する 

事項 

  

【社会基盤】利便性に優れた快適なまち 

４．公共交通体系の充実 

＜現状と課題＞ 

●ＪＲ指宿枕崎線をはじめ、鹿児島市や鹿児島空港などを結ぶバス路線、大隅半島へ

の海上ルートである山川・根占航路、指宿と種子屋久間を結ぶ高速船など、多種多

様な公共交通手段があるが、自家用車の普及に伴い、公共交通機関の利用者は減少

しつつあり、維持・存続に向けた取り組みが求められている。 

●ＪＲ指宿枕崎線については、ＪＲ薩摩今和泉駅からＪＲ入野駅まで市内に 11 の駅

があり、学生等にとって重要な交通手段になっている。 

●また、九州新幹線鹿児島ルートの全線開業や「指宿のたまて箱（いぶたま）」の運

行により、指宿−博多間、指宿−新大阪間が大幅に時間短縮されたことから、今後さ

らに、指宿市までの特急列車等の充実やＪＲ山川駅以南の輸送力の強化が求めら

る。 

●高齢者や通勤・通学者にとって重要な交通手段である路線バスや、地域に定着して

いる市内循環バス、薩摩半島と大隅半島を結ぶ山川・根占航路等は、本市の観光振

興や物流にとって重要な交通手段であり、利用促進に努める必要がある。 

＜基本方針＞ 

●市民の利便性向上や観光客の円滑な移動方法の維持に向け、モビリティ・マネジメ

ント※により、鉄道やバス、タクシー、フェリー等の利用促進に努めるとともに、

関係機関の協力を得ながら公共交通機関の安定運行（航）を推進する。 

※モビリティ・マネジメント：多様な交通施策を活用し、個人や組織・地域のモビリティ（移動状

況）が社会にも個人にも望ましい方向へ自発的に変化することを促す取り組み 

＜主要施策の概要＞ 

① ＪＲ指宿枕崎線の輸送力強化 

ＪＲ九州や関係自治体と連携し、観光特急の増結や在来線の増便など、ＪＲ指宿

枕崎線の輸送力強化に向けた取り組みを推進する。 

② バス路線の維持・存続 

高齢者など、交通弱者にとって重要な交通手段である路線バスについては、国や

県などの関係機関と連携した維持・存続に努める。また、市内循環バスについては、

利用促進を図るとともに、効率的な運行に努める。 

なお、きめ細かな移動サービスができるタクシーを活用し、鉄道やバスと結節す

る環境整備に努める。 

③ 山川・根占航路等の利用促進 

関係機関と連携し、航路の利用促進を図るとともに、山川・根占航路の安定運航

に努める。また、種子島・屋久島地域との連携を図り、指宿と種子屋久間を結ぶ高

速船の利用促進に努める。 

④ 交通結節点の環境整備 

鉄道やバス、タクシー、フェリー等の乗り継ぎ地点や停留所の待合環境等の改善、

整備に努める。 
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４-２．第⼆次指宿市定住⾃⽴圏共⽣ビジョン 
策定年次 令和３年３月 

計画目的 

指宿市定住自立圏の将来像には、本圏域におけるまちづくりの最上位計画で

ある「第二次指宿市総合振興計画」の将来都市像「豊かな資源が織りなす食と

健幸のまち」を掲げ、各地域がそれぞれの個性や特性を生かし、役割分担しな

がら一層連携を強化するとともに、圏域全体の活性化に取り組み、全ての市民

が健康で、ふるさとに愛と誇りを持ち、住んでよかったと思える圏域づくりを

進める。 

計画期間 令和３（2021）年度～令和７（2025）年度までの５年間 

公共交通に 

関連する 

事項 

  

４ 定住自立圏形成方針に基づき推進する具体的取り組み 

（２）結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

ア 公共交通機関の充実 

＜取組内容＞ 

●民間路線バスやＪＲ路線の維持・確保に努めるとともに、市内循環バス

（イッシーバス）のより効率的で、各地域の特性や住民ニーズに合った

交通体系のあり方や、市民に分かりやすい路線図及び時刻表の工夫並び

に周知のあり方、民間路線バスや観光利用等との効果的な連携のあり方

等を調査・検討しながら、新たな公共交通体系の構築を目指す。 

＜具体的な事業＞ 

① 指宿市地域公共交通維持事業（仮称） 

平成 29 年度から取り組んできた「新たな交通体系構築事業」を引き継

ぎ、市民がより利用しやすい効果的な運用や、各地域の課題を調査・研究

を継続し、将来に渡って維持し、持続可能な地域公共交通の運行を目指す。

成果目標（KPI） 

指標 基準値（R2） 目標値（R7） 

地域公共交通維持事業の 

利用者数（該当年度） 
9,000 人 9,000 人 

② 地域間幹線系統確保維持補助金 

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱、鹿児島県バス運行対

策費補助金交付要綱及び指宿市地域間幹線系統確保維持費補助金交付要綱

の規定に基づき、経常赤字が見込まれる地域幹線バス系統を運行する補助

対象事業者に対し、補助金を交付する。 

成果目標（KPI） 

指標 基準値（R2） 目標値（R7） 

地域幹線バス路線数（指宿市関連

路線）のうち本事業による赤字支

援路線数（該当年度） 

６路線中 

０路線 

６路線中 

０路線 

③ 山川駅簡易業務委託事業 

平成 28 年４月から無人駅となった山川駅について、鉄道事業者から委

託を市が受け、駅利用者の利便性や駅周辺環境の維持を図るため、山川駅

における簡易業務及び駅舎トイレ清掃業務を行う。 

成果目標（KPI） 

指標 基準値（R2） 目標値（R7） 

山川駅委託業務売上 

（該当年度） 

687 千円 

（R2.4～R3.1）
750 千円 
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４-３．指宿市都市計画マスタープラン 
策定年次 平成２５年１１月（部分改定：平成２９年９月） 

計画目的 

都市計画マスタープランとは、都市計画法第１８条の２に定められている「市

町村の都市計画に関する基本的な方針」の呼称であり、都市計画を効果的・効

率的に進めるため、市民の意見を反映させながら、長期的な視点に立ち、都市

の将来像を実現するための方針を、総合的かつ一体的に定めるものである。 

概ね 20 年後の本市のあるべき姿を考え、その実現に向けて都市づくりを進

めていくための指針となることを目的として策定する。 

計画期間 平成 25（2013）年度～令和 15（2033）年度までの概ね 20 年間 

公共交通に 

関連する 

事項 

 

第３章 都市づくりの課題 

６．観光・交通に関する課題 

●JR 指宿駅（いぶたま運行開始）、JR 西大山駅（JR 日本最南端の駅）、JR

薩摩川尻駅以外の JR 各駅の利用者数が減少している。 

●JR 指宿枕崎線については、通勤通学者のための増便や、運行時間帯の改善、

観光列車の更なる広報・周知活動などで利用促進を図る必要がある。 

●薩摩半島と大隅半島を結ぶ重要な航路である山川－根占航路については、

採算性がとれるように利用促進を図る必要がある。 
   

第４章 全体構想 

２．都市づくりの基本方針《部門別整備方針》 

（３）都市施設の整備方針 

② 鉄道等公共交通（交通連携） 

●陸上、船舶、鉄道交通の相互連携による、機能性の高い交通ネットワークの

形成を図る。 

●JR の各駅については、駅前広場、駐車場、駐輪場等の整備を推進し、交通

結節機能及び利便性の向上に努める。 

●JR 指宿枕崎線、路線バス、市内循環バスなどの利用促進に努め、渋滞解消

や都市環境の改善につながる交通手段の転換を図るとともに、交通手段の少

ない地域での利用しやすい公共交通機関のあり方について調査・検討を行

う。 

●駅周辺においては、鉄道利用者への交通サービス施設として、パークアンド

ライドの実践と駅周辺の中心市街地活性化につながる公共駐車場・駐輪場の

整備に努める。 

●歩道の設置、自転車道との区分などにより、歩行者が安心して通行できる安

全な歩行者空間の整備を進め、バリアフリー化について市民と交通事業者、

行政等が一体となって推進する。 
   

第５章 地域別構想 

（３）地域整備方針 

② 都市施設（道路、公園、下水、河川、その他ごみ処理場、火葬場等）

北指宿地域 
・市役所の最寄り駅である JR 二月田駅は、東口広場の整備

を促進し、更なる利便性の向上を図る。 

山川地域 

・広域的な公共交通のネットワーク性を高め、乗り継ぎ環境

の強化を図る。 

・地域内の JR 各駅周辺では、事業者との協働により、パー

クアンドライド、キスアンドライドのための適切な駐車

場・駐輪場整備を推進する。 
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４-４．都市計画区域マスタープラン（⿅児島県策定） 
策定年次 平成１６年５月 

基本理念 

■指宿都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

「世界に誇れる観光のまち環境温泉保養都市・指宿」を基本理念として、

都市づくりを目指すこととし、都市計画区域の整備、開発及び保全の方針を

新たに定めるものである。 

■山川都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

「魅力ある山川をめざして」を基本理念として、都市づくりを目指すこと

とし、都市計画区域の整備、開発及び保全の方針を新たに定めるものである。

■開聞都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針 

開聞都市計画区域においては、「美しい自然、心豊かな人、活力に満ちた生

きがいのある町“かいもん”」を基本理念として、都市づくりを目指すことと

し、都市計画区域の整備、開発及び保全の方針を新たに定めるものである。

公共交通に 

関連する 

事項 

 

■指宿都市計画区域 

２）都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

① 交通施設の都市計画の決定の方針 

ａ 基本方針 

ア 交通体系の整備の方針 

高齢社会に対応し、公的交通機関の機能の向上や、バリアフリーに

配慮した安全な歩行者空間の確保による交通弱者の移動手段の容易性

を確保する必要がある。 

○健常者、身体障害者、高齢者、年少者の誰もが安全で快適な移動が

できるよう、鉄道、バス、自動車等の適正な役割分担のもと、総合

的な交通体系を計画する。 

 

 

■山川都市計画区域 

２）都市施設の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 

① 交通施設の都市計画の決定の方針 

ａ 基本方針 

ア 交通体系の整備の方針 

鉄道、バス等の公共交通機関は、モータリゼーションの進展により

利用者の減少が見られるが、住民の高齢化に伴い移動手段としてその

重要性が高まっていることから、利用促進を図るとともに、その総合

的な交通体系の検討が必要である。 

○今後の交通需要に対しては、道路の整備と維持を進めるとともに、

総合的な交通体系の検討を行う。 
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４-５．新市建設計画 
策定年次 令和 2 年 12 月（一部改訂） 

計画目的 

市町村の合併の特例に関する法律に基づき、指宿市、山川町及び開聞町（以

下「関係市町」という。）の合併に際し、関係市町の住民に対して新市の将来に

関するビジョンを与え、住民が合併の適否を判断するための材料であり、また、

合併後の新市のまちづくりを総合的かつ効果的に推進することを目的とし、よ

って、本計画を実現することにより、関係市町の速やかな一体化を促進し、住

民福祉の向上と新市全体の均衡ある発展を図ろうとするものである。 

計画期間 平成 18（2006）年度～令和 7（2025）年度までの 20 年間 

公共交通に 

関連する 

事項 

   

第３章 新市建設の基本方針 

２ 新市の都市像 

（２）都市構造 

② 地域連携ライン（市域内の連携） 

●新市内での交流を促進し、新市の一体感を生み出すために、新市内の幹

線となる道路・交通網の整備充実を図る。 

●市内の移動の円滑化を図るためのバス路線の見直しおよび充実を図る。

 

４ 分野別振興方向 

（１）社会基盤 

道路・交通網については、産業活動や観光活動を支える重要な基盤であ

ると同時に、市民生活を支える重要なインフラである。特に、新市域にお

ける道路・交通網の整備は、住民の一体感の醸成に向けた交流や円滑な移

動の実現をめざした整備を進める。 

 

第４章 新市建設の根幹となる事業（分野別基本計画） 

１．社会基盤 

（１）生活・産業・観光のインフラとしての道路・交通網の確立 

交通網については、観光客ならびに住民などの利便性向上に向け、ＪＲ

のダイヤ改正や駅の整備等に努めるとともに、市内の移動の円滑化を図る

ためのコミュニティバスの運行及びバス路線の充実を図る。 

【道路・交通網の確立】 

施策項目 主な事業等 

公共交通体系 

の充実 

・指宿駅の多彩な機能を有する複合ビル化 

・山川駅の周辺整備の推進 

・ＪＲの複線化の促進 

・ＪＲ指宿枕崎線の新幹線との連携 

・市街地と各観光地を結ぶ交通システムの導入 

高齢社会に向けた 

道路・交通網 

の整備 

・各地域を結ぶバス路線の充実 

・地域循環バスの導入 
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４-６．指宿市過疎地域持続的発展計画 
策定年次 令和 5 年 3 月（変更版） 

計画目的 

本市が目指すべきまちづくりについて、新市建設計画や第二次総合振興計画

で示されているとおり、温泉や肥沃な大地等の恵まれた自然環境を守りながら、

これらが生み出す魅力ある「食」や「健康」を様々な分野に生かしていくこと

が重要であると考える。 

よって、すべての市民が健康で、ふるさとに愛と誇りを持ち、住んでよかっ

たと思えるまちづくりを進めることを目的として策定する。 

計画期間 令和３（2021）年度～令和７（2025）年度までの５年間 

公共交通に 

関連する 

事項 

 

第５章 交通施設の整備、交通手段の確保 

１ 現況と問題点 

（２）交通機関 
○過疎化の進行に伴い、本市の公共交通機関の利用者は減少傾向にあり、その結果、民間

事業者が経営する採算が合わない交通路線は、縮小や廃止の事態に陥っており、高齢者

や交通弱者をはじめとする地域住民の円滑な移動に支障をきたしている。 

○ＪＲは通学や通勤、通院など住民の日常生活において重要な役割を果たしているが、自

家用車の普及や少子化による学生数の減少などによって採算性が悪いことから、列車の

便数が以前より減ってきている。それに伴って、列車や施設の改善が図られないという

悪循環になっている。 

○バス路線については、地域住民の日頃の生活に無くてはならないものであるため、国の

制度を活用して維持補助金を交付するとともに、路線バスの空白地へ市内循環バスや乗

合タクシーを運行させるなどして、地域住民への交通手段の確保に努めていく必要があ

る。 

○山川・根占航路については、平成 23 年３月から民間により運航されているがそれぞれ

が過疎地域である薩摩半島と大隅半島の南端を結ぶ重要な航路であることから、維持・

存続に向けて取り組む必要がある。 

２ その対策 

（２）交通機関 
○交通網については、沿線住民・観光客等の利便性向上に向け、ＪＲのダイヤ改正の要望

や駅の整備・利用促進などに努めるほか、ＪＲ九州や関係自治体と連携し、観光特急の

増結や在来線の増便など、ＪＲ指宿枕崎線の輸送力強化に向けた取り組みを推進する必

要がある。 

○また、市内の移動の円滑化を図るためにバス路線の維持・充実を図る。特に、市内循環

バスや予約型乗合タクシーについては、地域住民の声を聞きながら、細やかな路線見直

しを行い、気軽に利用できる交通手段として継続していく。併せて、待合環境の整備を

行う。 

○山川・根占航路は、薩摩半島と大隅半島の産業振興や交流促進などに不可欠な航路であ

ることから、両半島と連携して運航の維持・存続に向けて努力する。 

３ 計画 
持続的発展 

施策区分 

事業名 

（施策名） 
事業内容 実施主体

４ 交通施設の整備、

交通手段の確保 

（９）過疎地域持続的

発展特別事業 

公共交通 

市内循環バス等運行事業 

・交通弱者対策として運行する

循環バスや、乗合タクシーを

旅客輸送事業者に委託する。

指宿市 

  

山川・根占航路運航推進協議会

負担金事業 

・海の国道である山川・根占航

路の利用促進を図る目的で

設置する協議会へ負担金を

拠出する。 

協議会 

 （10）その他 駅簡易業務委託業務費 指宿市 
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４-７．指宿市観光ビジョン 
策定年次 令和５年３月 

計画目的 

本市観光の活性化と観光消費額の拡大を図り、豊かな観光資源を活かした持

続可能な社会の実現を目指していくために、人口減少や新型コロナウイルス感

染症の拡大等により刻々と変化する環境に対応しながら、市民・事業者・行政

が一体となって取り組むべき観光振興に関する施策の方向性を明らかにし、そ

の実現に向けた指針となるよう新たに策定する。 

計画期間 令和５（2023）年度～令和９（2027）年度までの５年間 

公共交通に 

関連する 

事項 

 

第３章 指宿市の観光における現状と課題. 

１ 指宿市の観光の特性 

（１）指宿市の観光の現状 

○本市は、世界に類を見ない「天然砂むし温泉」をはじめ、豊富に湧出す

る温泉を筆頭に、開聞岳、長崎鼻、池田湖、知林ヶ島等の国立公園に指

定される美しい自然や生産量日本一のオクラやソラマメ、鰹本枯本節に

代表される食、そして、一足早い春の訪れを告げる「いぶすき菜の花マ

ラソン大会」や「いぶすき菜の花マーチ｣｢いぶすきフラフェスティバル」

といった大規模イベント等を通じて地域一体となってもてなす、ホスピ

タリティにあふれる人柄等、豊富な地域資源に恵まれています。 

○また、平成 23 年（2011 年）３月の九州新幹線全線開業、特急「指宿

のたまて箱」の運行開始により、県外から本市までのアクセスが容易に

なっており、さらに、平成２４年（2012 年）の台湾からの直行便の就

航や、平成 26 年（2014 年）以降の香港線や韓国線のＬＣＣの就航等、

鹿児島空港への国際線の発着が増加し、インバウンドのアクセス環境も

改善されてきている。 

○一方で、本市には、眺めて楽しむだけの物見遊山的な観光地が多いのが

実情です。また、二次交通アクセスの整備等がまだまだ不十分で、周遊

性が高いとは言えない。 

○ＪＲ指宿駅周辺については、温泉地への玄関口でありながら、そのイメ

ージは弱く、まち歩きやナイトタイム観光等、インバウンドを含め最近

の旅行ニーズに十分に応えられていない。 
   

第４章 ビジョンのコンセプト及び基本戦略 

３ 基本戦略の内容 

（２）基本戦略ごとのアクションプランと具体的施策 

基本戦略１ また来たくなる観光地づくり 
   

アクションプラン１-（３） 交通アクセスの改善（充実） 

観光スポットが市内全域に点在している本市においては、交通の利便性向

上が必要不可欠である。本市を訪れる観光客が円滑に周遊できるよう、本市

の玄関口であるＪＲ指宿駅を中心とした観光スポット等への交通アクセスの

改善や、自家用車で訪問する観光客がさらに利用しやすい環境整備を行うこ

とにより、観光客の観光地への来訪、及び観光地間をつなぐ交通手段の利用

促進を図るとともに、観光客がストレスなく周遊できる交通環境の改善に取

り組む。 

具体的施策① 既存環境の改善 

具体的施策② 移動するプロセスを楽しむ仕組みの構築 
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４-８．指宿都市計画⽤途地域指定 

概 要 

指宿市では、指宿市街地と山川市街地に用途地域が指定されており、商業系

用途は、指宿市街地では指宿駅および砂むし会館周辺、山川市街地では道の駅

活お海道周辺となっている。また、その他は幹線道路沿いに住居系用途が指定

されており、公共交通の骨格軸設定の際は配慮が必要となる。 
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５．地域ニーズの把握  

５-１．⾃治会⻑アンケート調査 
（１）調査概要 

調査の目的 
本市の今後の公共交通体系の構築にあたり、主に高齢者の要望を把握するため、

調査を実施するものである。 

調査対象 自治会長（200 地区） 

調査方法 アンケート調査（郵送配布・郵送回収） 

実施期間 令和 5 年 7 月 18 日(火)～7 月 31 日(月)（2 週間） 

 

（２）調査結果 
■回答者属性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■外出目的・公共交通の利用状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

いる

52.7%

いない

17.8%

わから

ない

27.9%

無回答

1.6%

 自治会長 200 人に対し、約 6 割の 127 人から回答を得た。 

 交通弱者が 5 割以上いると回答した自治会は全体で 1.6%であった。地域別に見ると、特に

開聞地域で交通弱者の割合が高い傾向にある。 

問 1-2．交通弱者 

 日常の外出において、公共交通を利用される方は半数以上に上り、外出の目的地は指宿地域

が 9 割以上と最も多かった。 

問 2-2．公共交通を日常的に利用している方 問 2-3．日常生活の目的地 

14.2%

12.5%

14.3%

21.4%

61.4%

68.8%

59.2%

35.7%

11.8%

6.3%

14.3%

28.6%

1.6%

1.6%

2.0%

11.0%

10.9%

10.2%

14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（N=127）

指宿地域（N=64）

山川地域（N=49）

開聞地域（N=14）

1割未満 1割以上3割未満 3割以上5割未満 5割以上 無回答

構成比

指宿地域 91.5%

開聞地域 10.9%

山川地域 7.8%

鹿児島市 4.7%

その他 0.8%

南九州市 0.0%

合計 － 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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■公共交通の必要性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■今後の移動手段 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■高齢者からの要望 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

構成比

40.3%

34.1%

29.5%

24.8%

20.9%

10.1%

7.8%

5.4%

2.3%

合計 －

バリアフリー対応になっておらず利用しづらい

運賃が高く利用しづらい

路線バスの利用方法がわからない（乗り方が分か
らない、時刻表が読めないなど）

鉄道の利用方法がわからない

あいタクの利用方法がわからない（予約の仕方が
わからないなど）

バスやあいタクの運行ルートが悪く、利用しづらい

バスやあいタクの運行時間帯が悪く、利用しづらい

停留所までが遠く、利用しづらい

停留所の待合環境が悪く（屋根やベンチがない
等）、利用しづらい

10％ 20％ 30％ 40％ 50％

 公共交通について、「今」も「将来」においても「必要」と回答した人が 8 割以上であった。

 特に高齢者からは、「待合環境が悪く利用しづらい」や「停留所までが遠く利用しづらい」、

「運行時間帯が悪く利用しづらい」といった意見が寄せられた。 

 また、「利用方法がわからない」という意見も一定数寄せられた。 

問 3-1．公共交通の必要性 【今】 問 3-1．公共交通の必要性 【将来】 

必要

82.2%

必要ない

14.7%

3.1%

必要

84.5%

必要ない

5.4% 10.1%

問 3-3．高齢者について、困っていること 

 今後の移動手段については、バスの充実を望む人が約 3 割と最も多く、次いで、家族や知人

の送迎や自分の運転で移動できることを望む人が約 25%となった。 

31.0%

17.8%

9.3%

25.6%

6.2%

10.1%

■

■

■

■

■ わからない

■ 無回答

家族・知人の送迎や自分の運転で移動できる

必要なときにタクシーを利用できる（バスや乗合タクシーよりは高価）

あいタクのような予約型乗合タクシーサービスが充実している

路線バスやイッシーバスのバス停や本数が充実している

問 3-2．今後の移動手段について 
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５-２．市⺠アンケート調査 
（１）調査概要 

調査の目的 
本市の今後の公共交通体系の構築にあたり、市民の要望を把握するため、調査を

実施するものである。 

調査対象 15 歳以上の市民（1,500 名） 

調査方法 アンケート調査（郵送配布・郵送回収） 

実施期間 令和 5 年 7 月 18 日(火)～8 月 4 日(金)（18 日間） 

 
（２）調査結果 

■回答者属性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■自動車免許・携帯電話の保有状況・コロナ禍を経た外出頻度の変化 

 
 
 
 
 
 
  

 調査対象者 1,500 人のうち、約 3 割の 469 人から回答を得た。 

 回答者の年齢は「65～74 歳」が 2 割以上で最も多く、次いで「75 歳以上」となった。 

 居住地は「開聞小校区」が 2 割以上で最も多く、次いで「旧大成小校区」、「丹波小校区」と

なった。 

7.5%

7.2%

11.5%

40代

14.9%
50～64 歳

16.8%

65～74 歳

22.0%

75歳以上

18.3%

1.7%

6.0%

0.9%

10.0%

丹波小校区

13.9%

2.1%

0.4%

8.1%旧大成

小校区

17.3%
3.4%

3.4%

開聞小校区

23.9%

7.5%

3.2%

問 10-2．年齢 問 10-4．お住まいの地域 

■ 20歳未満

■ 20代

■ 30代

■ 40代

■ 50～64 歳

■ 65～74 歳

■ 75歳以上

■ 無回答

■ 指宿小校区

■ 魚見小校区

■ 柳田小校区

■ 丹波小校区

■ 今和泉小校区

■ 池田小校区

■ 旧山川小校区

■ 旧大成小校区

■ 旧徳光小校区

■ 旧利永小校区

■ 開聞小校区

■ 川尻小校区

■ 無回答

 「自動車運転免許を持っている」と回答した人は 8 割以上であった。 

 「スマートフォンを持っている」人は約 8 割「ガラケーを持っている」人は約 8%であった。

 コロナ禍を経た外出頻度の変化が「あった」と回答した人、「なかった」と回答した人は、

ほぼ半数ずつであった。 

問 4-1．コロナ禍を経た外出頻度の変化

82.5%

1.5% 10.2%

3.4% 2.3%

82.9%

8.3%

4.9%

3.8%

■ 自動車運転免許を持っている

■ バイクの免許のみ持っている

■ 免許なし（もともと持っていない

■ 免許なし（返納した）

■ 無回答

問 7．自動車免許の保有状況 問 8．携帯電話の保有状況 

■ スマートフォンを持っている

■ ガラケー（ガラパゴス携帯）を持っている

■ スマートフォンもガラケーも持っていない

■ 無回答

あった

46.9%なかった

50.3%

無回答

2.8%
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■公共交通の利用状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■公共交通について、不便な点・不満な点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■これからの公共交通について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

構成比

乗りたい時間に運行していない 36.5%

特に不便な点や不満な点はない 17.9%

公共交通では、所要時間がかかる 17.7%

自宅や目的地から停留所が遠い 16.4%

行きたい場所に運行していない 13.2%

その他 10.2%

運賃・利用料金が高い 7.7%

停留所の待合環境が悪い 7.5%

JR へ乗り継ぎがしにくい 6.8%

利用方法がわからない 6.8%

乗り降りが大変 4.1%

バス同士の乗継がしにくい 2.8%

合計 － 30％ 40％ 50％10％ 20％

 直近 1 年間において、公共交通を「利用した」と回答した人は約 1 割、「利用していない」

と回答した人は約 8 割であった。 

 公共交通を利用した人のうち、利用頻度は「年に数日」が 7 割以上と最も多かった。 

利用した

11.9%

利用して

いない

80.0%

無回答

8.1%

問 5-1．公共交通利用状況 問 5-2．公共交通利用頻度

週に3～4日

5.4%

週に1～2日

1.8%

月に2～3日

14.3%

年に数日

78.6%

 公共交通の不便・不満な点は、「乗りたい時間に運行していない」が約 36%で最も多く、次

いで「所要時間がかかる」、「自宅や目的地から停留所が遠い」となった。 

 また、「特に不便な点や不満な点はない」と回答した人も約 17%という結果となった。 

問 5-3．不便な点や不満な点 

 公共交通について、今時点で「必要」だと回答した人は約 8 割、将来的に「必要」と回答し

た人は約 9 割であった。 

 今後の移動手段については、バスの充実を望む人が約 3 割と最も多かった。 

31.1%

13.4%

6.0%

23.9%

15.6%

10.0%
■

■

■

■

■ わからない

■ 無回答

家族・知人の送迎や自分の運転で移動できる

必要なときにタクシーを利用できる（バスや乗
合タクシーよりは高価）

あいタクのような予約型乗合タクシーサービ
スが充実している

路線バスやイッシーバスのバス停や本数が充
実している

問 6-1．公共交通の必要性 

必要

81.7%

必要ない

10.7%

無回答

7.7%

必要

89.8%

必要ない

3.2%
無回答

7.0%

（今） （将来） 

問 6-2．今後の移動手段について 
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■買い物を目的とする移動について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

指宿地域（N=143） 山川地域（N=141） 開聞地域（N=135）

施設名 票数 施設名 票数 施設名 票数

ニシムタ 41 ニシムタ 76 Aコープ 45

タイヨー 35 コスモス 42 ニシムタ 41

サンキュー 35 タイヨー 26 コスモス 29

コスモス 33 サンキュー 21 タイヨー 12

プラッセだいわ 26 プラッセだいわ 11 サンキュー 8

指宿地域 山川地域 開聞地域 鹿児島市 南九州市 その他

指宿地域 指宿小校区 100.0% 4.0% 0.0% 4.0% 0.0% 0.0%

魚見小校区 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

柳田小校区 95.3% 0.0% 0.0% 9.3% 0.0% 0.0%

丹波小校区 91.7% 0.0% 1.7% 16.7% 0.0% 1.7%

今和泉小校区 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1%

池田小校区 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

山川地域 旧山川小校区 92.1% 2.6% 2.6% 0.0% 0.0% 2.6%

旧大成小校区 76.0% 16.0% 0.0% 12.0% 1.3% 1.3%

旧徳光小校区 84.6% 23.1% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0%

旧利永小校区 86.7% 0.0% 6.7% 6.7% 0.0% 0.0%

開聞地域 開聞小校区 65.7% 2.9% 34.3% 6.9% 1.0% 1.0%

川尻小校区 54.5% 21.2% 27.3% 12.1% 0.0% 0.0%

 買い物を目的とする外出が「ある」と回答したのは約 9 割であった。 

 買い物時の移動手段としては、「自動車（自分で運転）」が 8 割以上と最も多く、次いで「自

動車（送迎）」となった。 

ある

91.9%

ない

6.2%

無回答

1.9%

問 2-1．買い物を目的とする外出 

 主な買い物先としては、市内全域から指宿地域の商業施設が利用されている結果となった。

一方で、開聞地域においては地域内での商業施設利用も約 3 割と多い結果となっている。 

問 2-2．小学校区別の主な買い物先 

問 2-2．地域別のよく行く買い物先（上位 5 施設） 

問 2-2．買い物時の移動手段 

構成比

自動車（自分で運転） 80.3%

自動車（送迎） 12.5%

徒歩 8.8%

鉄道 3.2%

自転車 3.2%

バイク 3.0%

路線バス 2.8%

タクシー 1.9%

イッシーバス 1.2%

その他 0.9%

施設等の送迎 0.2%

あいタク 0.0%

合計 － 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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■通院を目的とする移動について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

指宿地域 山川地域 開聞地域 鹿児島市 南九州市 その他

指宿地域 指宿小校区 82.4% 0.0% 0.0% 17.6% 0.0% 0.0%

魚見小校区 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

柳田小校区 88.9% 0.0% 0.0% 14.8% 0.0% 7.4%

丹波小校区 93.9% 0.0% 3.0% 9.1% 3.0% 0.0%

今和泉小校区 88.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

池田小校区 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

山川地域 旧山川小校区 61.5% 19.2% 3.8% 11.5% 3.8% 7.7%

旧大成小校区 74.5% 12.8% 2.1% 8.5% 4.3% 0.0%

旧徳光小校区 81.8% 9.1% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0%

旧利永小校区 76.9% 23.1% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0%

開聞地域 開聞小校区 63.4% 7.0% 21.1% 11.3% 1.4% 1.4%

川尻小校区 52.2% 8.7% 26.1% 17.4% 4.3% 0.0%

ある

61.4%

ない

36.2%

無回答

2.3%

 通院を目的とする外出が「ある」と回答したのは約 6 割であった。 

 通院時の移動手段としては、「自動車（自分で運転）」が約 8 割と最も多く、次いで「自動車

（送迎）」となった。 

問 3-1．通院を目的とする外出 

 主な通院先としては、市内全域から指宿地域の医療施設が利用されている傾向にあるもの

の、山川地域（特に旧山川小校区・旧利永小校区）及び開聞地域では、地域内の医療施設も

利用されている結果となった。 

問 2-2．小学校区別の主な通院先 

問 2-2．地域別の主な通院先（上位 5 施設） 

問 3-2．通院時の移動手段 

指宿地域（N=90） 山川地域（N=97） 開聞地域（N=94）

施設名 票数 施設名 票数 施設名 票数

指宿医療センター 17 指宿医療センター 15 指宿医療センター 14

生駒外科医院 12 指宿おおしげ内科 10 宮薗クリニック 8

いぶすき内科 10 生駒外科医院 9 山川病院 6

指宿浩然会病院 9 宇宿ひふ科クリニック 6 濱田洋一郎医院 6

今林整形外科病院 7 指宿脳神経外科 5 いぶすき内科 5

構成比

自動車（自分で運転） 78.8%

自動車（送迎） 11.8%

徒歩 5.2%

タクシー 3.1%

路線バス 2.8%

その他 2.8%

バイク 2.1%

自転車 1.7%

施設等の送迎 1.7%

イッシーバス 1.0%

鉄道 0.7%

あいタク 0.0%

合計 － 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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■通勤・通学を目的とする移動について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

構成比

自動車（自分で運転） 70.9%

自動車（送迎） 12.3%

鉄道 11.6%

徒歩 8.2%

自転車 5.6%

バイク 4.9%

路線バス 2.6%

施設等の送迎 2.2%

その他 1.9%

イッシーバス 1.1%

タクシー 1.1%

あいタク 0.0%

合計 － 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

指宿地域 山川地域 開聞地域 鹿児島市 南九州市 その他

指宿地域 指宿小校区 78.6% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 7.1%

魚見小校区 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%

柳田小校区 76.9% 7.7% 0.0% 11.5% 3.8% 0.0%

丹波小校区 58.8% 8.8% 5.9% 17.6% 0.0% 8.8%

今和泉小校区 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

池田小校区 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

山川地域 旧山川小校区 36.8% 42.1% 0.0% 0.0% 5.3% 0.0%

旧大成小校区 28.8% 42.3% 7.7% 9.6% 1.9% 7.7%

旧徳光小校区 27.3% 54.5% 0.0% 9.1% 0.0% 9.1%

旧利永小校区 71.4% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

開聞地域 開聞小校区 45.5% 12.1% 28.8% 1.5% 10.6% 4.5%

川尻小校区 20.8% 12.5% 33.3% 12.5% 16.7% 0.0%

ある

57.1%

ない

40.1%

無回答

2.8%

 通勤・通学目的とする外出が「ある」と回答したのは約 6 割であった。 

 通勤・通学時の移動手段としては、「自動車（自分で運転）」が約 7 割と最も多く、次いで「自

動車（送迎）」となった。 

問 3-1．通勤・通学を目的とする外出 

 主な通勤・通学先としては、市内全域から指宿地域へ向かう傾向にあるものの、山川地域及

び開聞地域では、地域内での通勤・通学者も 3～4 割程度見られた。 

問 2-2．小学校区別の主な通勤・通学先 

問 3-2．通勤・通学時の移動手段 
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５-３．主要施設ヒアリング調査 
（１）調査概要 

調査の目的 
本市の今後の公共交通体系の構築にあたり、主に各施設への移動手段を把握する

ため、調査を実施するものである。 

調査対象 

市内主要施設利用者 

（対象施設：指宿浩然会病院、宮薗病院、山川病院、A コープ、タイヨー指宿

店、プラッセだいわ） 

調査方法 直接聞き取り調査 

実施期間 令和 5 年 7 月 12 日(水) ［天候：晴］ 

 
（２）調査結果 

■回答者属性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指宿浩然会

病院

8.4%
宮薗病院

6.6%

山川病院

4.7%

Ａコープ

10.0%

タイヨー指宿

店

45.3%

プラッセだい

わ

25.0%

回答者数

（n=320）

 調査日当日に対象施設を利用していた人のうち、320 人から回答を得た。 

 回答は「タイヨー指宿店」で最も多く獲得し、次いで「プラッセだいわ」、「A コープ」とな

った。 

 回答者の年齢は 65 歳以上が 6 割以上を占めた。 

 居住地は「丹波小校区」が約 3 割で最も多く次いで「開聞小校区」、「指宿小校区」となった。

11.9%

5.3%

10.6%

30.0%

1.6%
3.1%

6.3%

3.1%
1.6%

2.5%

12.8%

2.8%

5.0%
3.1% 0.3%

指宿市内

91.6%

指宿市外

8.4%

①指宿小校区 ②魚見小校区 ③柳田小校区

④丹波小校区 ⑤今和泉小校区 ⑥池田小校区

⑦旧山川小校区 ⑧旧大成小校区 ⑨旧徳光小校区

⑩旧利永小校区 ⑪開聞小校区 ⑫川尻小校区

⑬鹿児島市 ⑭南九州市 ⑮その他

⑯無回答

（n=320）

20歳代 1.3%

30歳代 2.8%

40歳代

9.1%

50歳-64歳

21.3%

65歳-74歳

33.8%

75歳以上

31.9%

問8.年代

（n=320）

問 1．お住まいの地域 
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■移動手段 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■今後の移動手段 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

1.9%
0.3%

0.3%
0.6%

3.4%

72.2%

6.6%

3.1%

6.3%
2.2%

3.1%

公共交通

6.6%

公共交通

以外

93.4%

問3.今日の主な移動手段

①路線バス ②イッシーバス ③あいタク

④鉄道 ⑤タクシー ⑥自動車（自分で運転）

⑦自動車（送迎） ⑧徒歩 ⑨自転車

⑩バイク ⑪施設等の送迎 ⑫その他

⑬無回答

（n=320）

 調査日当日の移動手段について、公共交通を利用した人は約 6%に留まり、そのうち「タク

シー」を利用した人が 3.4%と最も多かった。 

 公共交通を利用しない理由としては、「車で移動できるから」という回答が 8 割以上と最も

多かった。 

86.6%

9.7%

2.7%

6.4%

4.7%

1.3%

1.7%

3.7%

1.3%

1.7%

0.3%

4.7%

1.7%

0.0%

車で移動できる

自転車・徒歩で移動できる

行きたい場所に運行していない

乗りたい時間に運行していない

自宅や目的地から停留所が遠い

運賃・利用料金が高い

公共交通では、所要時間がかかる

乗り降りが大変

ＪＲへ乗り継ぎがしにくい

バス同士の乗り継ぎがしにくい

停留所の待合環境が悪い

利用方法が分からない

その他

無回答

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

問4.公共交通を利用しない理由（複数回答）

（n=299）

 今後の移動手段については、「家族・知人の送迎や自分の運転で移動できる」状態を望む人

が約 41%と最も多く、次いで「わからない」が約 38%となった。 

10.0%
3.1%

6.6%

41.3%

38.8%

0.3%

問6.今後の指宿市の移動手段について

①路線バスやイッシーバスのバス停や本数が充実している

②あいタクのような予約型乗合タクシーサービスが充実している

③必要なときにタクシーを利用できる（バスや乗合タクシーよりは高価）

④家族・知人の送迎や自分の運転で移動できる

⑤わからない

⑥無回答

（n=320）
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５-４．⾼等学校アンケート調査 
（１）調査概要 

調査の目的 
本市の今後の公共交通体系の構築にあたり、主に高校生の通学要望を把握するた

め、調査を実施するものである。 

調査対象 
市内の高校の生徒 

（対象学校：指宿高校、指宿商業高校、山川高校、指宿特別支援学校） 

調査方法 アンケート調査（直接配布・直接回収） 

実施期間 令和 5 年 7 月下旬（夏季休暇前） 

 
（２）調査結果 

■回答者属性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■通学時の移動について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

構成比

鉄道 73.0%

自動車（家族や知人による送迎） 28.7%

徒歩 22.0%

自転車 21.3%

路線バス 7.6%

スクールバス 2.0%

バイク 1.8%

イッシーバス 0.2%

その他 0.0%

合計 － 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

 市内の高校生 789 人に対し、約 96%の 757 人から回答を得た。 

 回答者の居住地は「指宿市」が半数以上を占め最も多く、次いで「鹿児島市」が約 3 割とな

った。 

 市民の居住地域は「丹波小校区」が約 25%で最も多く、次いで「指宿小校区」となった。 

指宿市

58.2%

鹿児島市

31.1%

6.7%

0.6% 3.5%
■ 指宿小校区

■ 魚見小校区

■ 柳田小校区

■ 丹波小校区

■ 今和泉小校区

■ 池田小校区

■ 旧山川小校区

■ 旧大成小校区

■ 旧徳光小校区

■ 旧利永小校区

■ 開聞小校区

■ 川尻小校区

■ 無回答

指宿小

校区

18.7%
4.4%

柳田小

校区

16.8%
丹波小校区

25.1%3.8%

1.9%

2.9%

旧大成

小校区

14.3%

2.2%

1.0%

4.1%

3.5% 1.3%

問 1-4．お住まいの地域 

 登校時の移動手段について、「鉄道」と回答した人が 7 割以上で最も多く、次いで「自動車

（家族や知人による送迎）」、「徒歩」となった。 

問 2-1．登校時の移動手段 
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■通学時のバス利用について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■公共交通について、不便な点・不満な点 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

構成比

5分未満 7.1%

5分以上 10分未満 19.0%

10分以上 20分未満 28.6%

20分以上 30分未満 4.8%

30分以上 40分未満 11.9%

40分以上 50分未満 7.1%

50分以上 2.4%

合計 － 10％ 20％ 30％

構成比

10分未満 1.3%

10分以上 20分未満 8.3%

20分以上 30分未満 10.0%

30分以上 40分未満 25.9%

40分以上 50分未満 15.2%

50分以上 60分未満 7.9%

60分以上 70分未満 20.0%

70分以上 80分未満 3.0%

80分以上 90分未満 1.3%

90分以上 3.1%

合計 － 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

 登校にかかる時間としては、「30 分以上 40 分未満」が約 25%で最も多く、次いで「60

分以上 70 分未満」となった。 

問 2-1．登校にかかる時間 

 通学時にバスを利用している人のうち、自宅から乗車バス停までの所要時間は「10 分以上

20 分未満」の人が最も多く、バス定期券を購入している人が半数以上となった。 

問 2-3．自宅からバス停までの所要時間 

している

57.4%していない

19.1%

無回答

23.4%

問 2-3．バス定期券購入状況 

 公共交通の不便・不満な点は、登校時・下校時共に「乗りたい時間に運行していない」が最

も多く、次いで「運賃や料金が高い」となった。 

 また、「運行時間・路線がわからない」と回答した人も約 3%見られた。 

問 4-1．不便な点や不満な点 

構成比

利用したい時間に運行していない（下校時） 52.3%

利用したい時間に運行していない（登校時） 31.2%

運賃や料金が高い 22.7%

バス停や待合所などの待合環境が悪い 12.0%

自宅からバス停や駅までの距離が遠い 11.5%

鉄道やバスを使うと時間がかかる 4.8%

鉄道・バスの乗り換えや接続が悪い 4.4%

その他 4.4%

運行時間・路線がわからない 3.3%

合計 － 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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５-５．イッシーバス及び路線バス利⽤者ヒアリング調査 
（１）調査概要 

調査の目的 
本市の今後の公共交通体系の構築にあたり、バスの利用状況や利用者の要望を把

握するため、調査を実施するものである。 

調査対象 イッシーバス及び路線バス利用者 

調査方法 OD 調査・車内簡易アンケート調査 

実施期間 

令和 5 年 7 月 11 日(火)［天候：晴一時雨］ 

※イッシーバス小牧～ニシムタ指宿店線のみ 7 月 12 日(水) ［天候：晴］（運行

日を考慮） 

 
（２）調査結果 

■回答者属性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■外出目的・目的地 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20歳未満

22.2%

20歳代

5.6%

30歳代

3.5%40歳代

11.1%
50歳～64歳

16.0%

65歳～74歳

18.8%

75歳以上

22.9%

問1.年齢

（n=144）

指宿市内

67.4%

指宿市外

31.9%

無回答

0.7%

問3.お住まいの地域

（n=144）

 外出目的は、「買い物」、「通学」、「観光」がそれぞれ 2 割程度と多かった。 

 目的地は「山川高校」が最も多く、次いで「砂むし会館砂楽」、「ニシムタ指宿店」となった。

通学

20.8%

通勤

7.6%

通院

14.6%
買い物

23.6%

公共施設利用

5.6%

観光

20.1%

趣味・娯楽 3.5%

その他 2.8%

無回答 1.4%

問4.本日の外出目的

（n=144）

13.9%

6.3%

4.9%

4.2%

3.5%

3.5%

3.5%

2.8%

2.8%

2.1%

30.6%

27.8%

山川高校

砂むし会館砂楽

ニシムタ指宿店

指宿医療センター

タイヨー指宿店

指宿市役所

職場

指宿駅

病院

プラッセだいわ指宿店

その他

無回答

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

問5.本日の目的地（複数回答）

（n=144）

 全体のバス利用者 294 人に対し、約半数の 144 人からアンケート調査の回答を得た。 

 利用者の年代は「20 歳未満」の学生（いずれも高校生）及び「75 歳以上」が多く、居住地

は約 7 割が「指宿市内」居住者という結果であった。 
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13.2%

17.4%

27.1%

23.6%

17.4%

13.9%

あいタク（予約型乗合タクシー）

タクシー（乗合タクシーよりは高価）

家族・知人の送迎や自分の運転

代替手段は考えられない

その他

無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

問9.バスが減便・廃止になった場合の代替手段

（複数回答）

（n=144）

■運賃の支払い方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■利用頻度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■今後のバスの運行について 

 
 
 
 
  

 「現金」での支払いが過半数を占めており、「IC カード」は 2 割程度であった。 

現金

54.9%

ICカード

21.5%

定期券

9.7%

回数券

6.3%

その他

6.9%

無回答 0.7%

問6.運賃の支払い方法

（n=144）

 「ほぼ毎日」の利用が約 26%を占め最も多かった。一方で「初めて」利用した人も 2 割弱

おり、市民の日常利用と観光等の利用で二分される結果となった。 

ほぼ毎日

26.4%

週に2日～3日

16.0%

週に1日

13.9%

月に2～3回

12.5%

月に1回

4.9%

年に2回～3回

3.5%

年に1回

0.7%

初めて

18.8%

その他 1.4%

無回答 2.1%

問7.今乗車している路線の利用頻度

（n=144）

 「このまま運行をつづけてほしい」と回答した人が約 8 割と最も多かった。 

 減便・廃止になった場合の代替手段は、「家族・知人の送迎や自分の運転」が最も多い一方

で、「代替手段は考えられない」との回答も 2 割以上見られた。 

このまま運行を

つづけてほしい

77.8%

減便もやむを

得ない

7.6%

わからない・答

えられない

12.5%

無回答

2.1%

問8.今後のバスの運行について

（n=144）
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■OD 調査結果 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

◆路線別乗客数

起点 終点 往路 復路

日本人

(学生

除く)

学生 外国人

① 8:45 いわさきホテル 武家屋敷入口(瀬崎) ○ 1 0 2 3

① 10:15 いわさきホテル 武家屋敷入口(瀬崎) ○ 0 0 0 0

① 13:15 いわさきホテル 武家屋敷入口(瀬崎) ○ 3 0 0 3

① 14:45 いわさきホテル 武家屋敷入口(瀬崎) ○ 1 1 0 2

① 11:09 武家屋敷入口(瀬崎) いわさきホテル ○ 0 0 0 0

① 12:39 武家屋敷入口(瀬崎) いわさきホテル ○ 4 1 3 8

① 15:39 武家屋敷入口(瀬崎) いわさきホテル ○ 2 0 0 2

① 17:09 武家屋敷入口(瀬崎) いわさきホテル ○ 2 0 0 2

② 16:50 活お海道 開聞駅前 ○ 1 1 0 2

② 7:10 開聞駅前 活お海道 ○ 2 0 0 2

③ 8:55 知林ヶ島入口 池田湖 ○ 7 0 0 7

③ 10:55 知林ヶ島入口 池田湖 ○ 3 0 20 23

③ 12:55 知林ヶ島入口 池田湖 ○ 4 0 4 8

③ 10:40 池田湖 知林ヶ島入口 ○ 7 0 0 7

③ 12:40 池田湖 知林ヶ島入口 ○ 2 0 7 9

③ 14:35 池田湖 知林ヶ島入口 ○ 0 0 15 15

④ 7:37 山川桟橋 鹿児島（金生町）(瀬崎) ○ 7 0 0 7

④ 9:42 山川桟橋 鹿児島（金生町）(瀬崎) ○ 12 1 0 13

④ 11:57 山川桟橋 鹿児島（金生町）(瀬崎) ○ 6 0 0 6

④ 14:07 山川桟橋 鹿児島（金生町）(瀬崎) ○ 7 0 0 7

④ 16:12 山川桟橋 鹿児島（金生町）(瀬崎) ○ 9 0 2 11

④ 7:54 鹿児島（金生町）(瀬崎) 山川桟橋 ○ 4 1 0 5

④ 9:54 鹿児島（金生町）(瀬崎) 山川桟橋 ○ 7 1 0 8

④ 12:04 鹿児島（金生町）(瀬崎) 山川桟橋 ○ 4 0 0 4

④ 14:34 鹿児島（金生町）(瀬崎) 山川桟橋 ○ 3 0 0 3

④ 18:34 鹿児島（金生町）(瀬崎) 山川桟橋 ○ 3 0 0 3

⑤ 6:50 なのはな館 東大川(物袋) ○ 1 5 0 6

⑤ 9:00 なのはな館 東大川(物袋) ○ 2 0 0 2

⑤ 11:00 なのはな館 東大川(物袋) ○ 7 0 2 9

⑤ 13:30 なのはな館 東大川(物袋) ○ 8 0 0 8

⑤ 15:50 なのはな館 東大川(物袋) ○ 5 6 0 11

⑤ 17:20 なのはな館 東大川(物袋) ○ 3 1 0 4

⑤ 7:48 東大川(物袋) なのはな館 ○ 7 6 0 13

⑤ 8:48 東大川(物袋) なのはな館 ○ 9 0 0 9

⑤ 10:58 東大川(物袋) なのはな館 ○ 10 0 0 10

⑤ 12:58 東大川(物袋) なのはな館 ○ 1 0 0 1

⑤ 15:38 東大川(物袋) なのはな館 ○ 4 10 0 14

⑤ 17:48 東大川(物袋) なのはな館 ○ 1 7 1 9

⑥ 8:04 開聞山麓自然公園 なのはな館 ○ 2 0 0 2

⑥ 11:04 開聞山麓自然公園 なのはな館 ○ 6 0 0 6

⑥ 15:04 開聞山麓自然公園 なのはな館 ○ 2 0 0 2

⑥ 9:30 なのはな館 開聞山麓自然公園 ○ 3 0 0 3

⑥ 13:30 なのはな館 開聞山麓自然公園 ○ 2 0 0 2

⑥ 16:40 なのはな館 開聞山麓自然公園 ○ 3 0 0 3

⑦ 7:59 八幡神社前 ニシムタ指宿店 ○ 8 0 0 8

⑦ 10:59 八幡神社前 ニシムタ指宿店 ○ 4 0 0 4

⑦ 14:59 八幡神社前 ニシムタ指宿店 ○ 1 0 0 1

⑦ 9:33 ニシムタ指宿店 八幡神社前 ○ 3 0 0 3

⑦ 13:33 ニシムタ指宿店 八幡神社前 ○ 1 0 0 1

⑦ 16:33 ニシムタ指宿店 八幡神社前 ○ 3 0 0 3

25 25 197 41 56 294

乗客

乗車数計

統計

系統 発時刻

路線 往復

1

3

1

4

2

2

1

2

7

3

4

7

2

7

12

6

7

9

4

7

4

3

3

1

2

7

8

5

3

7

9

10

1

4

1

2

6

2

3

2

3

8

4

1

3

1

3

1

1

1

1

1

1

5

6

1

6

10

7

2

3

20

4

7

15

2

2

1

3

0

3

2

0

8

2

2

2

2

7

23

8

7

9

15

7

13

6

7

11

5

8

4

3

3

6

2

9

8

11

4

13

9

10

1

14

9

2

6

2

3

2

3

8

4

1

3

1

3

0 5 10 15 20 25 30 35

(人)

学生 外国人

 一日の総利用者数は約 300 人で、そのうち外国人観光客が約 2 割を占める結果となった。

 また、学生利用も 14%を占め、日常の生活交通と観光交通の両面を持つ特徴が伺える。 

 観光では、「知林ヶ島入口～池田湖」線の利用が多く、便によっては乗客が外国人のみの路

線も見られた。通学では、「なのはな館～東大川」線の利用者が多かった。 

 イッシーバス 2 路線及び「いわさきホテル～武家屋敷入口」線、「活お海道～開聞駅前」線

においては、1 便当たりの利用者が 2 名以下の便も複数見られた。 
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５-６．交通結節点利⽤者ヒアリング調査 
（１）調査概要 

調査の目的 
本市の今後の公共交通体系の構築にあたり、市内交通結節点の利用動向を把握す

るため、調査を実施するものである。 

調査対象 
市内主要交通結節点利用者 

（対象施設：指宿駅、山川駅、山川港） 

調査方法 アンケート調査（直接配布・郵送回収） 

実施期間 令和 5 年 7 月 12 日(水)配布～7 月 31 日(月)回収（20 日間） 

 
（２）調査結果 

■回答者属性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■外出目的 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14.0%

12.3%

8.8%

8.8%
50～64 歳

26.3%

8.8%

75歳以上

17.5%

3.5%

■ 20歳未満

■ 20代

■ 30代

■ 40代

■ 50～64 歳

■ 65～74 歳

■ 75歳以上

■ 無回答

 調査日当日に市内の主要交通結節点を利用した人のうち、57 人から回答を得た。 

 回答は「指宿駅」で最も多く獲得し、次いで「山川駅」、「山川港」となった。 

 回答者の年齢は「50～64 歳」が約 26%で最も多く、次いで「75 歳以上」となった。 

 居住地は「指宿市内」が約 54%、「指宿市外」が約 42%となった。 

問 1-1．調査票を受け取った場所 

指宿駅

52.6%山川駅

24.6%

山川港

21.1%

1.8%

指宿市内

54.4%

指宿市外

42.1%

無回答

3.5%

問 5-1．居住地 問 5-2．年代 

 調査日当日の外出目的は、「観光」が約 24%と最も多く、次いで「通勤」、「通学」となった。

問 1-2．外出目的 

構成比

観光 24.6%

通勤 17.5%

通学 14.0%

親戚や友人宅の訪問 12.3%

その他 12.3%

通院 8.8%

仕事上の用務 8.8%

買い物 5.3%

見舞い 3.5%

娯楽 1.8%

趣味・習い事 0.0%

合計 － 20％ 30％10％
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■移動手段 

 
 
 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 

■公共交通の乗り継ぎについて 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■本市の公共交通における改善点 

 
 
 
 
 
  

構成比

徒歩 24.6%

その他 12.3%

家族・知人の送迎 10.5%

路線バス 8.8%

自動車（自分で運転） 8.8%

タクシー 5.3%

自転車 3.5%

施設の送迎 1.8%

イッシーバス 0.0%

あいタク 0.0%

バイク 0.0%

なし 0.0%

合計 － 10％ 20％ 30％

構成比

自動車（自分で運転） 21.1%

徒歩 12.3%

家族・知人の送迎 12.3%

路線バス 10.5%

自転車 10.5%

その他 8.8%

タクシー 5.3%

イッシーバス 1.8%

あいタク 0.0%

バイク 0.0%

施設の送迎 0.0%

なし 0.0%

合計 － 20％10％ 30％

 当日の移動手段については、自宅から駅や港までは「自動車（自分で運転）」で移動する人

が最も多く、駅や港から目的地までは「徒歩」で移動する人が最も多い。 

 この 1 か月で指宿市内で公共交通を「乗り継いで利用した」人は約 22%、「乗り継いで利用

していない」人は約 73%となった。 

 乗り継いで利用した人のうち、乗り継ぎの方法としては「鉄道⇔路線バス」の乗り継ぎが半

数以上を占め、最も多い結果となった。 

問 1-3．当日の移動手段（自宅から駅・港まで） 問 1-3．当日の移動手段（駅・港から目的地まで） 

22.8%

73.7%

3.5%

53.8%

7.7%

23.1%

15.4%

■ 鉄道 ⇔ 路線バス

■ 鉄道 ⇔ イッシーバス

■ その他

■ 無回答

問 2-1．公共交通の乗り継ぎについて 

■ 乗り継いで利用した

■ 乗り継いで利用していない

■ 無回答

問 2-3．公共交通の乗り継ぎパターン 

 本市の公共交通における改善点ついては、「運行時間（ダイヤ）を改善してほしい」や、「乗

り継ぎがしやすいダイヤ設定にしてほしい」といった、ダイヤに関するご意見が多く寄せら

れた。 

構成比

運行時間（ダイヤ）を改善してほしい 50.9%

乗り継ぎがしやすいダイヤ設定にしてほしい 28.1%

路線図や時刻表をわかりやすくしてほしい 26.3%

運行経路（ルート）を改善してほしい 22.8%

自宅や目的地の近くに停留所を設置してほしい 12.3%

乗り降りしやすい車両を導入してほしい 10.5%

待合環境を改善してほしい 10.5%

利用方法を教えてほしい 7.0%

その他 7.0%

合計 － 20％ 40％ 80％60％ 100％

問 3-2．公共交通における改善点 
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５-７．予約型乗合タクシー（あいタク）利⽤者ヒアリング調査 
（１）調査概要 

調査の目的 
本市の今後の公共交通体系の構築にあたり、あいタクの利用状況や利用者の要望

を把握するため、調査を実施するものである。 

調査対象 あいタク利用登録者（112 名） 

調査方法 アンケート調査（郵送配布・郵送回収） 

実施期間 令和 5 年 7 月 18 日(火)～8 月 4 日(金)（18 日間） 

 
（２）調査結果 

■回答者属性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■あいタクの利用について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 あいタク利用登録者 112 人のうち、約 4 割の 44 人から回答を得た。 

 回答者の年齢は「75 歳以上」が 7 割以上で最も多く、次いで「65～74 歳」となった。 

 利用している路線は「魚見線」が約 31%で最も多く、次いで「池田線」となった。 

問 4-2．年代 

30代

4.5%

65～74 歳

13.6%

75歳以上

70.5%

無回答

11.4%

問 4-1．利用している「あいタク」の路線 

 あいタクの利用登録を行った時期は、「令和 2 年ごろ」が約 4 割で最も多く、その後も令和

3 年～5 年まで、毎年約 15%程度で利用登録が行われている。 

 利用頻度は「月に 2～3 日」が約 31%で最も多く、次いで「ほとんど利用していない」人

が約 2 割となった。 

 目的地へ行くときに「あいタク」を利用した場合、帰りも「必ず利用している」人は半数以

上、次いで「利用することが多い」と回答した人も約 13%見られた。 

令和2年

40.9%

令和3年

13.6%

令和4年

15.9%

令和5年

15.9%

無回答

13.6%

週に2～3 日

15.9%

週に1 日

13.6%

月に2～3 日

31.8%

年に数回

11.4%

ほとんど

利用して

いない

20.5%

無回答

6.8%

必ず利用

している

52.3%
利用する

ことが多

い

13.6%

帰りは利

用しない

6.8%

無回答

27.3%

問 1-1．利用登録時期 問 1-2．利用頻度 問 1-3．帰宅時の「あいタク」利用状況

構成比

魚見線 31.8%

池田線 20.5%

畠久保・西方線 11.4%

鰻線 9.1%

尾下線 6.8%

開聞線（開聞十町区域） 4.5%

開聞線（川尻区域） 4.5%

開聞線（仙田・上野区域） 0.0%

わからない 0.0%

合計 － 10％ 20％ 30％ 40％ 50％
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■あいタクを利用する理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■あいタクの予約方法や乗車方法について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■運行に関するご意見・ご要望について 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 あいタクを利用する理由としては、「自宅近くまで迎えに来てくれるから」が 6 割以上で最

も多く、次いで、「使っていたバスが廃止になったから」、「運賃が安いから」、「行きたい場

所の近くまで行けるから」などとなっている。 

問 1-5．あいタクを利用する理由 

 あいタクの予約方法や乗車方法については、どちらも「慣れた」と回答した人が 6 割以上と

なっている。 

慣れた

68.2%

慣れていない

11.4%

無回答

20.5%

慣れた

61.4%慣れていない

11.4%

無回答

27.3%

問 1-6．予約方法 問 1-6．乗車方法 

 行先や運行本数、運行曜日については半数以上が「満足している」と回答した一方で、運行

時間帯については「満足している」と回答した人が半数以下（約 45%）に留まった。 

 運賃の値上げについては「100 円まで」の値上げであれば利用したいと回答した人が約 5

割で最も多かったが、「200 円以上もやむを得ない」と回答した人も一定数見られた。 

満足している

63.6%変えてほしい

6.8%

無回答

29.5%
満足している

45.5%

変えてほしい

27.3%

無回答

27.3% 満足している

52.3%

変えてほしい

13.6%

無回答

34.1%
満足している

56.8%

変えてほしい

9.1%

無回答

34.1%

100円まで

50.0%

150円まで

13.6%

200円まで

11.4%

200円

以上

4.5%

無回答

20.5%

問 3-1．行先 問 3-1．運行時間帯 問 3-1．運行本数 問 3-1．運行曜日

問 3-2．片道運賃の値上げについて

構成比

自宅近くまで迎えに来てくれるから 63.6%

使っていたバスが廃止になったから 50.0%

運賃が安いから 43.2%

行きたい場所の近くまで行けるから 40.9%

利用している人からの評価が高かったから 13.6%

その他 9.1%

合計 － 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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５-８．観光客アンケート調査 
（１）調査概要 

調査の目的 
本市の今後の公共交通体系の構築にあたり、観光施設及び宿泊施設への移動手

段、滞在中の移動手段を把握するため、調査を実施するものである。 

調査対象 

市内観光施設利用者 

（対象施設：道の駅いぶすき彩花菜館、道の駅山川港活お海道、池田湖、ヘルシ

ーランド（たまて箱温泉）、砂むし会館砂楽、フラワーパークかごしま、指宿ベ

イヒルズ、指宿シーサイドホテル、休暇村指宿、指宿ロイヤルホテル） 
調査方法 直接聞き取り調査、アンケート調査（施設にて配布・郵送回収） 

実施期間 
聞き取り：令和 5 年 7 月 12 日(水) ［天候：晴］ 

回収期間：令和 5 年 7 月 12 日(水)～7 月 31 日(月)（20 日間） 

 
（２）調査結果 

■回答者属性 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■施設利用目的 

 
 
 
 
 
 
 

20歳未満

0.6%

20代

18.3%

30代

11.4%

40代

13.7%

50～64 歳

30.9%

65～74 歳

16.0%

75歳以上

9.1% 指宿市内

17.7%

市外（県内）

49.7%

市外（県外）

30.3%

無回答

2.3%

道の駅

いぶすき

彩花菜館

32.6%

道の駅

山川港

活お海道

22.3%

池田湖

29.1%

ヘルシーランド

（たまて箱温泉）

0.6%

砂むし会館

砂楽

4.6%

フラワーパー

クかごしま

4.0%

指宿

ベイヒルズ

2.3%

指宿シーサイドホ

テル

0.6% 休暇村指宿

1.7%
指宿ロイヤル

ホテル

2.3%

 調査期間中に市内の観光施設を利用した人のうち、175 人から回答を得た。 

 回答は「道の駅いぶすき彩花菜館」で最も多く獲得し、次いで「池田湖」、「道の駅山川港活

お海道」となった。 

 回答者の年齢は「50～64 歳」が約 26%で最も多く、次いで「20 歳代」となった。 

 居住地は「指宿市外（鹿児島県内）」が約 5 割で最も多く、次いで「指宿市外（鹿児島県外）」

が約 3 割、「指宿市内」が約 17%となった。 

問 1．調査票を受け取った場所 問 7-1．居住地 問 7-2．年代 

 調査対象の観光施設利用目的は、「観光」が約 5 割で最も多い

一方、「ワーケーション」での利用も一定数見られた。 

観光

47.4%

娯楽

22.3%

ワーケー

ション

2.9%

買い物

21.7%

その他

5.7%

問 2．施設利用目的 
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■移動手段 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■公共交通を利用しない理由 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■コロナ禍を経た外出頻度の変化 

 
 
 
 
 
  

 当日（もしくは滞在中）の移動手段については、「自動車（自身の運転）」が最も多く、次い

で、「レンタカー」となった。公共交通の利用率は全体で 8%に留まった。 

問 3．移動手段 

 公共交通を利用しない理由としては、「車などで移動できる」が 8 割以上と最も多かった。 

問 4．公共交通を利用しない理由 

22.9%

33.1%8.6%

18.9%

16.6%

 約 8 割が、コロナ禍を経た外出頻度の変化が「あった」と回答し、そのうち約 23%が「コ

ロナ前と変わらないくらいまで戻ってきた」、約 33%が「少し戻ってきた」と回答した。ま

た、「コロナ前と比べて移動の頻度が増えた」と回答した人も約 16%見られた。 

問 6．コロナ禍を経た外出頻度の変化 

■

■

■

■

■ コロナ前と比べて移動の頻度が増えた

コロナ前後で変化はない

一時は移動の頻度が減ったが、最近はコロナ
前と変わらないくらいまで戻ってきた

一時は移動の頻度が減ったが、最近は少し
戻ってきた

コロナで移動の頻度が減ったまま、戻っていな
い

構成比

自動車（自身の運転） 57.7%

レンタカー 17.1%

自動車（家族・知人の送迎） 14.3%

鉄道 4.0%

タクシー 2.9%

その他 2.3%

路線バス 1.1%

施設の送迎 1.1%

徒歩 1.1%

バイク 1.1%

自転車 0.6%

イッシーバス 0.0%

あいタク 0.0%

合計 － 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

公共交通合計 8.0%

構成比

車などで移動できる 82.3%

乗りたい時間に運行していない 11.6%

公共交通では所要時間がかかる 11.0%

乗り継ぎが大変 9.1%

行きたい場所に運行していない 6.7%

その他 6.7%

運賃が高い 5.5%

停留所や運行時間を調べるのが面倒 4.9%

利用方法がわからない 4.3%

自宅や目的地から停留所が遠い 1.8%

車両の乗り降りが大変 1.8%

合計 － 20％ 40％ 60％ 80％ 100％
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５-９．交通事業者へのヒアリング調査 
（１）調査概要 

調査の目的 本市の今後の公共交通体系の構築にあたり、現在実施しているサービスや今後の公共交通サービスに対する意向を把握するため、調査を実施するものである。 

調査対象 市内交通サービスの運行事業者 
調査方法 直接聞き取り調査 

 
（２）調査結果 
 （１）現在実施しているサービスについて （２）今後の本市の公共交通サービスについて 

① 近年の利用状況、 
収支など 

② 現状の 
リソースの状況 

③ 現在抱えている 
課題 

① 将来的な運行 
エリアについて 

② 本市で 
進めるべき取組 

③  アフターコロナ の 外
出・観光需要への対応 

④ 他交通機関との 
連携可能性 

⑤ その他 

JR 九州 

 利用状況はコロナ前

の 8～9 割。 

 平日は通勤・通学利用

が主。 

 指宿のたまて箱の乗

車率は 6～7 割程度。 

 指宿枕崎線で使用し

ている車両は 2 両。 

（他線区にも乗り入れ） 

 運転手は 50～60 歳

代が多い。 

（60 歳定年、70 歳ま

では再雇用可能） 

 人手不足が大きな課

題である。 

 中途採用等も進めて

いるが、65 歳で 8～9

割が退職する傾向。 

 運行エリアに関する

考え方については、国

の方針が出るのを待

っている状況。 

 まちづくりと一体に

なり地域を盛り上げ

る仕組みがあるとよ

い。 

 なのはなマラソンな

どの集客イベントを

継続して行ってほし

い。 

 二月田駅周辺の再整

備と併せ、駅の利便性

向上について検討し

ていきたい。 

 駅から各観光地への

アクセスが課題 

 駅前商店街の活性化

や港までの回遊性向

上も期待 

 西大山駅は電車では

なく車で訪れる人が

多い。 

 駅からの連携を強化

してほしい。 

（JR としては、鹿児

島中央駅での接続を

中心としたダイヤ構

成としている。） 

 交通系 IC を利用した

いという要望がある。

 令和 5 年 10 月よりタ

ッチ決済自動改札機

の 実 証 実 験 を 開 始 。

（鹿児島中央～指宿

駅間） 

鹿児島交通 

 乗車率は、鹿児島空港

線でコロナ前の 5～6

割、一般路線バス全体

で 6～7 割。 

 一般路線バスについ

ては、自主路線、補助

系統ともに赤字。 

 指宿営業所の車両は

25 台。 

 運転手は 14 名在籍。

内 10 名が 60 歳以

上。 

 平日 1 日あたり 11 名

で運行している。 

 待合環境は修繕より

撤去の方向。 

 人手不足が一番の課

題であり、改善されな

いとバス事業の継続

自体が難しい。 

 観光客と一般住民の

足の両立が課題。（地

域住民は平日、観光客

は土日祝日など活動

時間帯が異なる。） 

 事業継続のため、バス

路線の集約を進めて

いる。（地域間幹線系

統の廃止代替化、廃止

代替バスの集約） 

 コミュニティバスの

他交通モードへの転

換についても引き続

き検討してほしい。 

 協議をしながら、どの

路線を残すか検討す

ることが重要。 

 運転手に限らず市内

で就職する仕組みづ

くりを。 

 労働環境改善のため

の賃金補助等がある

とよい。 

 池田湖線について、需

要の高いバス停のみ

に停車する特急性を

持たせた観光周遊バ

スとすることも考え

られる。 

 外国語対応は行って

いない。 

 タクシーや自家用有

償旅客運送などと役

割分担をし、市民の足

を確保していく必要

がある。 

 運転手のシフトを基に運

行ダイヤを組んでおり、

JR 全便の接続を加味

したダイヤ設定とは

なっていない。 

 

タクシー協会 

 利用状況はコロナ前

の 8 割程度。 

 日中は高齢者と観光

客の利用が多い。夜は

お酒を飲んだ方が利

用。 

 収支は助成金を踏ま

えると黒字。あいタク

運行により経営が改

善した事業者も。 

 車両数は、タクシー協

会全体で 63 台。 

 運転手は、協会全体で

51 名在籍。 

 運転手は半数以上が

70 歳以上。 

 人手不足と乗務員の

高齢化が課題である。 

 2 種免許取得のハード

ルが高い（費用・期間

等）。 

 収入が低く専業では

生計を立てることが

難しい。 

 日中は余力があり、バ

スが廃止された場合

の代替手段にもなり

得る。 

 新規の採用が難しく

現状の運転手で取り

組むしかないため、長

く続くかはわからな

い。 

 人手不足解消のため、

外国人労働者を雇用

できる仕組みを構築

してほしい。 

 2 種免許取得のための

助成金がほしい。 

 副業やパート社員の

ように、短時間労働の

雇用も可能。（会社へ

の登録は必要） 

 外国語対応は特にし

ておらず、外国人が乗

車した際はスマホで

翻訳しながら対応を

行っている。 

 あいタクについては

一括で予約センター

を置くことを検討し

てもよい。 

 全体の空車状況を把

握し一括で配車でき

る仕組みがあるとよ

いが、AI 導入などのコ

ストを鑑みるとハー

ドルは高い。 

 グリーンスローモビ

リティ等の低速車両

であれば高齢ドライ

バーであっても運転

できる可能性あり。 

 公共交通だけでなく

シェアサイクルや電

動車椅子等での移動

の検討、居住地域の最

適化も同時に進める

べきである。 

フェリー 

なんきゅう 

 利用状況はコロナ前

と同程度まで復活。収

支も安定。 

 通常は鹿児島ナンバ

ーが多く、お盆・GW

等は県外ナンバーや

レンタカーが 9 割。 

 船舶は 1 隻。 

 乗務員は、船員 6 名在

籍。 

 待合所他陸上施設は

県の施設を無料で使

用。 

 現状で船員は確保で

きているが、余裕があ

るわけではない。 

 船舶も現状は問題な

いが少しずつ修理・整

備費用が増加。 

 ダイヤ変更はない。 

 船を新替えする際に

は大きくする予定。 

 今後とも協力いただ

きたい。 

   

種子屋久 

高速船 

 利用状況はコロナ前

の 5 割。 

 コロナ前は団体客が

メインだったが、現在

は個人客メイン。 

 船舶は 6 隻。 

 乗務員は、船長 8 名、

一等航海士 10 名在籍 

 若い運転手も入社し

ており、人手不足には

陥っていない。 

 コロナ前の状況へ復

活させることが課題

である。 

  指宿からも高速船を

使って屋久島へ行け

ることを PR してほし

い。 

  下船後に次の目的地

まで向かうためのタ

クシーとの連携を強

化したい。 
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５-10．観光団体へのヒアリング調査 
（１）調査概要 

調査の目的 
本市の今後の公共交通体系の構築にあたり、主に観光客の移動実態や要望を把握

するため、調査を実施するものである。 

調査対象 指宿市観光協会 
調査方法 直接聞き取り調査 

 
（２）調査結果 

１．いぶたま（特急 指宿のたまて箱）の利用状況について 

 9:56 鹿児島中央駅発⇒10:47 指宿駅着の 1 号に乗車し、15:07 指宿駅発⇒16:00 鹿児島中央駅着

の 6 号で帰路につく人が多い。その場合、指宿市内の滞在時間は 4 時間程度であり、その中でいか

に効率的に観光地を回るかが重要である。 

２．快速なのはなの利用状況について 

 市内を長く楽しみたい方は、いぶたまより早い時刻に到着する 7:51 鹿児島中央駅発⇒8:59 指宿駅

着の列車に乗ってくる方も多いが、その場合は主要観光地を巡る路線バス（知林ヶ島⇔池田湖線）の

指宿駅発車時刻 9:05 まで 6 分しかない。列車を降りてから飲物を買ったり、観光案内所へ寄って情

報収集をしたりする時間もなく、観光案内所へクレームが寄せられることも多々ある。 

３．バスの利用状況について 

 外国人は、タクシーよりもバスの利用が圧倒的に多い。 

 日本人も 2 人組であればバス利用が多い。 

 観光利用が多い路線は、「池田湖⇔知林ヶ島線」「指宿⇔鹿児島金生町線」である。 

 一日乗車券が人気であり、月平均 100 枚、5 月は 200 枚販売した。外国人は口コミ等で一日乗車券

についての情報を得ているようである。 

４．タクシーの利用状況について 

 タクシーはバスに比べると利用者は少ない。4 人程度の日本人の団体であれば利用するようである。

 外国人にとっては、言葉が通じない中でタクシーを呼ぶことは難しく敬遠されており、滞在先の施設

の方が代理で電話をしたり、観光案内所へ配車依頼の連絡が入ったりする。 

５．現状の課題と今後の要望について 

 バスの本数が少なく、乗り継ぎも悪いことが課題と感じる。例えば、いぶたまで 10:47 に指宿駅に

到着した人がバスを使って唐船峡へ行こうとすると、帰りのバスまで滞在時間が 40 分程度しかとれ

ないダイヤとなっている。また、指宿駅へ戻ってきてからいぶたまが発車するまでは 1 時間以上空い

てしまうが、駅前でお土産を買ったり散策できる場所もない。観光客は、そうめん流しと砂むし、そ

のほかに 1 箇所くらいは回りたいと考えている人が多いが、そのような移動が叶わない。一日乗車券

も使い切れない状況であり、観光案内所としても申し訳ない気持ちがある。 

 土日祝日は観光客が多いにもかかわらず平日よりも便数が少なく、更に不便な思いをさせてしまって

いる。 

 コロナも落ち着き、現在の観光客は日本人よりも外国人が多い状況である。台湾や香港からの来訪者

が 8～9 割を占めている。しかし、バス停には日本語表記しかなく、案内所で説明しても理解しても

らうのは難しい。バス停やバスの系統（行先表示）にアルファベットやナンバリングがされていると

わかりやすいと思う。 

 全体的な増便が難しいのであれば、市内の観光地を巡る定期観光バスを運行してはどうか。2～3 千

円であっても、時間を有効に使うことができるのならば利用者は多いと思う。 
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６．指宿市地域公共交通の課題  

６-１．現状・課題の整理 
（１）「⽣活交通」に関する現状・課題 

① イッシーバス利用状況 

現状のイッシーバス利用者数は極めて少なく、令

和 4 年度の利用者数は 1 便当たり平均 3 人程度（令

和 5 年 7 月に実施した調査でも平均 3 人程度）とな

っている。利用者総数もほぼ横ばいである。 

 

 

 

 

 

 

② 利用者の意向（各種アンケート調査より） 

 イッシーバス利用者（調査日の利用者 18 人）の約 6 割が週 1 日以上利用 

 今後もこのまま運行を続けてほしいという意見が 9 割以上 

 運行回数を増やし利便性を上げてほしいといった意見がある一方、マイクロバス規模の

車両を導入してほしい、イッシーバスは空車率が高いため運用を検討してほしい等の意

見も寄せられた。 

③ 各社のリソース状況、将来展望 

イッシーバスを運行する「鹿児島交通㈱」指宿営業所、あいタクを運行する「指宿市タク

シー協会」のリソース状況及び将来展望を以下に示す。 

鹿児島交通㈱ 指宿市タクシー協会 

現状 
(市内) 

車両：25 台 
運転手：14 名 
年齢：内 10 名が 60 歳以上 

現状 
(市内) 

車両：63 台 
運転手：51 名 
年齢：半数以上が 70 歳以上 

将来展望 

人手不足であり、事業継続のため、
バス路線を集約したい。 
コミバスの他交通モードへの転換も
検討。 

将来展望 
日中は余力があり、バスが廃止され
た場合の代替手段にもなり得る。 

④ 公共交通に対する財政負担状況 

イッシーバスに対する負担額は年間約 1,300 万円であるのに対し、あいタクに対する負

担額は約 300 万円である。 

 

 

 

 

 

 

  

全便平均 2.4 人/日 

▲ 小牧～ニシムタ指宿店線 

全便平均 3.2 人/日 

▲ 川尻～なのはな館線 

イッシーバス 

（川尻～なのはな館線）
火・木・土 

イッシーバス 
（小牧～ニシムタ指宿店線）

月・水・金 

▲ イッシーバスに対する負担額 

116 123 126 

-1,681 -1,730 
-1,483 

-1,565 -1,607 

-1,357 

5,065 5,318 5,376 

-16,000

-12,000

-8,000

-4,000

0

4,000

8,000

-2,000

-1,500

-1,000

-500

0

500

1,000

R2年度 R3年度 R4年度

利
用
者
数
（
人
）

運
賃
収
益
・運
行
経
費
・損
益
（
万
円
）

運賃収入 運行経費 損益 利用者数

▲ あいタクに対する負担額 

28 38 44

-203 
-249 

-330 

-175 
-211 

-286 

1,161 

1,656 
1,951 

-4,000

-3,000

-2,000

-1,000

0

1,000

2,000

3,000

-400

-300

-200

-100

0

100

200

300

R2年度 R3年度 R4年度

利
用
者
数
（人
）

運
賃
収
益
・運
行
経
費
・
損
益
（万
円
）

運賃収入 運行経費 損益 利用者数
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（２）「観光交通」に関する現状・課題 

① 利用状況 

市内の主要観光地を通る「知林ヶ島入口～池田湖線」の利用者は多く、令和 3 年 10 月

から令和 4 年 9 月までの 1 年間の利用者は約 43,000 人となっている。令和 5 年 7 月に

実施した調査では 1 便当たりの利用者数が 20 人以上の便も見られた。また、乗客のほと

んどを外国人が占める便も見られた。 

   一方、道の駅活お海道や山川桟橋、フラワーパークなどの施設を通る「活お海道～開聞駅

前線」については 1 便当たりの利用者が 2 名以下であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 運行状況 

いぶたま 1 号で指宿駅へ到着し、6 号で帰路につく人が多く、その間の 4 時間程度で効

率的に観光地を回ることが求められる。しかし、バスの運行本数が少ないことや、鉄道（特

にいぶたま）との乗り継ぎが悪いことが課題である。観光客は、唐船峡と砂むし温泉、その

ほかに1箇所くらいは回りたいと考えている人が多いが現状ではそのような移動は叶わず、

一日乗車券も活用し切れない状況である。 
 

10：47 指宿駅着 指宿のたまて箱 1 号 

11：05 指宿駅前 「知林ヶ島入口～池田湖線」池田湖行 2 便 

12：06 唐船峡 滞在時間が約 40 分しかない 

12：49 唐船峡 「知林ヶ島入口～池田湖線」知林ヶ島行 2 便 

13：50 指宿駅前 電車の発車まで 1 時間以上空いてしまう 

15：07 指宿駅発 指宿のたまて箱 6 号 

③ 利用者の意向（各種アンケート調査・観光協会へのヒアリングより） 

 観光客のうち、滞在中にバスを利用した人は 2 人に留まった（回答者 175 人) 

 公共交通を利用しない理由としては、乗りたい時間に運行していない、公共交通では所

要時間がかかる、乗り継ぎが大変といった意見が多い。 

 今後の要望としては、駅から観光地への公共交通を増やしてほしい、夏休みや連休中だ

けでも観光地から帰る夕方の便を増やしてほしい、観光客にわかりやすく、また来ても

らえるような案内を心掛けてほしい、等の意見が寄せられた。 

 また、外国人には一日乗車券が人気であり、口コミ等で情報を得ているようである。一

日乗車券を使いこなせるようなダイヤ設定と、外国人にも分かりやすい情報提供も求め

られる。 

▲ 路線バスの利用者数の推移

▲ 令和 5 年乗り込み調査結果（7/11〜12） 

H29.10 H30.10 R1.10 R2.10 R3.10
～H30.9 ～R1.9 ～R2.9 ～R3.9 ～R4.9

鹿児島（金生町）～山川桟橋 141,452 144,360 101,137 91,566 97,789

なのはな館～東大川 90,399 90,122 73,341 72,268 70,888

いわさきホテル～武家屋敷入口 51,654 51,548 41,857 39,700 39,497

知林ヶ島入口～池田湖 64,969 63,814 46,400 46,055 43,578

活お海道～開聞駅前 43,437 30,888 23,542 22,534 22,974

指宿駅前～開聞駅前（R4.9で廃止） 34,150 36,561 30,950 30,892 28,106

426,061 417,293 317,227 303,015 302,832

路 　　線

総　数

広域
路線
バス

市内
路線
バス

1

2

7

3

4

7

2

1

20

4

7

15

2

2

7

23

8

7

9

15

16:50 活お海道 開聞駅前

7:10 開聞駅前 活お海道

8:55 知林ヶ島入口 池田湖

10:55 知林ヶ島入口 池田湖

12:55 知林ヶ島入口 池田湖

10:40 池田湖 知林ヶ島入口

12:40 池田湖 知林ヶ島入口

14:35 池田湖 知林ヶ島入口

-97-



（３）「持続可能な公共交通」に関する現状・課題 

① 上位関連計画 

■ 指宿市立地適正化計画（令和 5 年 10 月素案） ※策定中の内容であり、今後変更の可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 指宿市観光ビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 指宿港海岸地域のまちづくり基本構想 
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６-２．指宿市地域公共交通の課題 
本市における現状や各種調査結果を踏まえ、見えてくる課題を以下に整理する。 

 

 

課題１ 変わりゆく時代においても、指宿市で暮らし続けるための⽣活交通の再構築 

 指宿市の人口は減少傾向にあり、高齢化率は約 4 割。 

 市内は大きく 3 つの地域に分かれるが、指宿駅や二月田駅周辺に主要施設が分布し、各

地域から市街地への移動ニーズが高い傾向にある。 

 一方で、人手不足や乗務員の高齢化等から交通事業者の負担は増加。市としても賃金上

昇や原料費の高騰によりバス委託費が上昇し厳しい状況である。 

 今後も進行が予想される人口減少・高齢化社会においても指宿市で暮らし続けられるよ

う、公共交通網の再構築や新技術導入による運行の効率化・利便性向上に向けた検討が

必要である。 

 

 

課題２ アフターコロナを踏まえた「観光地指宿」としての対応 

 指宿市は唐船峡や長崎鼻、たまて箱温泉等の観光資源を有し、日本のみならず海外から

も多くの観光客が訪れる観光地となっている。 

 一方で、観光地は市内に点在しており、さまざまな地区を経由する路線バスでは周遊に

時間がかかることに加え、近年の減便に伴い乗り継ぎ状況（接続）が悪化するなど、公

共交通を利用した満足な観光周遊が難しい状況となっている。 

 アフターコロナを迎え、今後も観光入込客数の増加が見込まれること等を踏まえ、改め

て「観光地指宿」としての対応（受け入れ態勢の整備）が求められる。 

 

 

課題３ 利⽤者・事業者・⾏政が連携し、地域と⼀体になった、 
持続可能な公共交通体系の検討 

 本市の公共交通を取り巻く環境は変化し続けており、今後の持続可能な公共交通を実現

するためには、適切な役割分担をし、関係者全体がメリットを享受できるようにするこ

とが重要である。 

 また、地域のにぎわい創出や住みよいまちの実現のため、まちづくりや公共交通以外の

施策と一体となった取り組みを進める必要がある。 

 今後も、利用者・事業者・行政の 3 者が連携し、地域と一体となった仕組みの構築が求

められる。 

 

⽣活交通 

観光交通 

持続可能な公共交通 
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７．指宿市地域公共交通計画  

７-１．基本理念 
本市の地域公共交通における課題を踏まえ、本計画の基本理念を以下の通り設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７-２．基本⽅針（計画の⽬標） 
基本理念に基づき、本市の地域公共交通における課題を解決するための基本方針（計画の目

標）を、以下の通り設定する。 

⽬標１ 変わりゆく時代においても、指宿市で暮らし続けるための公共交通の全体最適化
 

市民の誰もが自由な外出・移動が可能で、豊かな生活を享受できる未来を目指す。 

また、地域特性や利用者ニーズ、行政・事業者間の状況を踏まえ、役割分担を明確化すること

で、効率的かつ効果的な公共交通サービスを提供する。 
 

⽬標２ 「観光地指宿」としての公共交通サービスの提供、情報提供による利⽤促進 
 

市内に点在する観光地への周遊環境を改善するなどし、公共交通の利便性向上、観光客の満足

度向上を目指す。 

アフターコロナや指宿港海岸の整備などを契機に、新たな移動手段やツアーパッケージ等の検

討を行うとともに、国内外問わず初めて本市を訪れる観光客にも、わかりやすく興味を持っても

らえるような情報発信・整備に努める。 
 

⽬標３ 地域の多様な関係者の「共創」による、持続可能な公共交通体系の構築 
 

行政と交通事業者相互間や地域の他産業領域との適切な役割分担及び連携による、地域が一体

となった持続可能なサービスの提供を目指す。 

新たな移動需要の創出や、移動目的を生み出すまちづくりなど、地域づくり全体から交通を捉

えた取組を推進する。 

地域で 「つなぐ」 公共交通で、未来へ続く健幸のまちへ︕︕

地域を 「つなぐ」 

集落と市街地 

生活利便施設・病院 

通勤・通学 

観光 

外出機会 

交流人口 

事業者間 

行政と民間 

地域の担い手 

使って残す 

新技術導入 

担い手確保 

未来へ 「つなぐ」⼈を 「つなぐ」
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７-３．基本⾻格 
本計画における各公共交通の位置づけ及び将来の公共交通の骨格を示す。 

交通モードの運行については、地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金（フィーダー補

助）や新モビリティサービス推進事業補助金、県補助金などの活用を視野に調整を図る。 

（１）公共交通の位置づけ 

位置づけ 系統 役割 

広域幹線 鉄道 JR 指宿枕崎線 【ターゲット：生活・観光交通】 

 鉄道、路線バス(地域間幹線系統バス 3

路線)、船舶により、指宿市内及び市外へ

接続し、都市間を連絡し広域的な移動を

担う交通として位置付け。 

広域路線バス 鹿児島交通路線バス

船舶 フェリーなんきゅう／

高速船トッピー・ロ

ケット 

地域内幹線 市内路線バス 鹿児島交通路線バス 【ターゲット：生活・観光交通】 

 路線バス(廃止代替バス 2 路線)により、

地域内の主要施設や観光施設の接続を

担う交通として位置付け。 

 県補助を活用し、持続可能な運行を目指

す。 

コミュニティ

バス 

イッシーバス 【ターゲット：生活交通】 

 市内において、路線バスが運行するルー

トを補完し、交通空白地の解消を担う交

通として位置付け。 

 地域公共交通確保維持事業(フィーダー

補助)を活用し持続可能な運行を目指す。

地域内交通 予約型乗合 

タクシー 

あいタク 【ターゲット：生活交通】 

 地域内の移動及び路線バスやイッシー

バスが走行しない交通空白地において、

対象地区と市街地の主要施設間を結ぶ

交通として位置付け。 

 地域公共交通確保維持事業(フィーダー

補助)を活用し持続可能な運行を目指す。

補完交通 タクシー 【ターゲット：生活・観光交通】 

 ドア to ドアの少量個別輸送を行う移動

手段で、個別のニーズに柔軟に対応可能

な交通として位置付け。 

新たな移動手段 【ターゲット：観光交通】 

 指宿駅周辺の小規模移動や、まちづくり

と連携した移動など、地域の魅力と活力

を生み出す新たな交通として位置付け。

特定の利用

者等の移動

を担う交通 

スクールバス、病院送迎バスなど 【ターゲット：生活交通】 

 通学や通院など、特定の利用者の移動を

担う交通として位置付け。 
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（２）路線・系統別の具体的な役割 

■鉄道 
実施主体 運行系統名 起点 経由地 終点 運行の態様 補助事業の活用 役割 

交通事業者 JR 指宿枕崎線 鹿児島中央駅 — 枕崎駅 — — 

鹿児島中央駅~指宿駅を経由し、枕崎

駅へ連絡する。 

生活・観光交通として、指宿市内及び

市外の都市間を連絡する広域的な移動

を担う。 

■船舶 
実施主体 運行系統名 起点 経由地 終点 運行の態様 補助事業の活用 役割 

交通事業者 山川港～根占港 山川港 — 根占港 — — 

指宿市の山川港と南大隅町の根占港

を連絡する。 

生活・観光交通として指宿市外への広

域的な移動を担う。 

交通事業者 指宿港～鹿児島港 指宿港 — 鹿児島港 — — 指宿港及び鹿児島港、種子島・屋久島

を連絡する。 

生活・観光交通として指宿市外への広

域的な移動を担う。 

交通事業者 指宿港～種子島 指宿港 — 種子島 — — 

交通事業者 
指宿港～屋久島 指宿港 — 屋久島 — — 

■路線バス 
実施主体 運行系統名 起点 経由地 終点 運行の態様 補助事業の活用 役割 

交通事業者 いわさきホテル～武家屋敷入口 いわさきホテル 指宿駅 武家屋敷入口 路線定期 地域間幹線系統補助

指宿市外(知覧)から指宿駅を経由し、

砂むし会館やいわさきホテルなどの市

内観光・宿泊施設を連絡する。 

生活・観光交通として、地域内の主要

施設や観光施設の接続を担う。 

交通事業者 鹿児島（金生町）～たまて箱温泉 鹿児島（金生町） 指宿駅 たまて箱温泉 路線定期 地域間幹線系統補助

指宿市外(金生町)から指宿駅、砂むし

会館、指宿医療センターなどの市内主要

施設を経由し、たまて箱温泉まで連絡す

る。 

生活・観光交通として、地域内の主要

施設や観光施設の接続を担う。 
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■路線バス 
実施主体 運行系統名 起点 経由地 終点 運行の態様 補助事業の活用 役割 

交通事業者 なのはな館～東大川 なのはな館 指宿駅 東大川 路線定期 地域間幹線系統補助

指宿市外(東大川)から開聞駅、山川

駅、指宿駅等の駅及び指宿医療センタ

ー、砂むし会館などの市内主要施設を経

由し、なのはな館まで連絡する。 

主に生活交通として、地域の主要施設

の接続を担う。 

交通事業者 知林ヶ島入口～池田湖線 知林ヶ島入口 指宿駅 池田湖 路線定期 廃止代替バス運行補助

市内主要観光地の知林ヶ島、砂むし会

館、たまて箱温泉、長崎鼻、唐船峡指宿

駅などを経由し、池田湖まで連絡する。

主に観光交通として、地域の主要観光

施設の接続を担う。 

交通事業者 活お海道～開聞駅前 活お海道 山川駅 開聞駅前 路線定期 廃止代替バス運行補助

活お海道から山川駅、山川高校などを

経由し、開聞駅まで連絡する。 

主に生活交通として、地域の主要施設

の接続を担う。 

 
■コミュニティバス「イッシーバス」 

実施主体 運行系統名 起点 経由地 終点 運行の態様 補助事業の活用 役割 

指宿市 
運行は交通 

事業者に委託 
イッシーバス小牧～ニシムタ指宿店線 八幡神社前 市役所 ニシムタ指宿店 路線定期 フィーダー補助 

市北側の八幡神社前から道の駅いぶ

すき、郵便局や駅、高校、市役所などを

経由し、指宿市街地、指宿医療センター

まで連絡する。 

主に生活交通として、市内路線バスが

運行するルートを補完し、交通空白地の

解消を担う。 

指宿市 
運行は交通 

事業者に委託 
イッシーバス川尻～なのはな館線 開聞山麓自然公園 市役所 なのはな館 路線定期 フィーダー補助 

市南側の開聞山麓自然公園から川尻

地域、大山駅、山川駅等を経由し、指宿

市街地、なのはな館まで連絡する。 

主に生活交通として、市内路線バスが

運行するルートを補完し、交通空白地の

解消を担う。 
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■予約型乗合タクシー「あいタク」 
実施主体 運行系統名 起点 終点 運行の態様 補助事業の活用 役割 

指宿市 
運行は交通 

事業者に委託 
畠久保・西方線 

対象地区 

（畠久保・細田西・

永嶺・臼山・水迫） 

指宿市街地内 

指定乗降場所 
区域 フィーダー補助 

対象地区内（自宅を含む）から指宿市

街地内の指定乗降場所（病院や生活利便

施設等の主要施設）まで連絡する。 

主に交通空白地における生活交通と

して、対象地区と市街地の主要施設間の

接続を担う。 

指宿市 
運行は交通 

事業者に委託 
池田湖線 

対象地区 

（下門・石嶺・堀切

園・池崎・仮屋・大

迫・中浜・新永吉） 

指宿市街地内 

指定乗降場所 
区域 フィーダー補助 

指宿市 
運行は交通 

事業者に委託 
魚見線 

対象地区 

（尾掛・上吹越・下

吹越・五郎ヶ岡） 

指宿市街地内 

指定乗降場所 
区域 フィーダー補助 

指宿市 
運行は交通 

事業者に委託 
鰻線 対象地区（鰻） 

指宿市街地内 

指定乗降場所 
区域 フィーダー補助 

指宿市 
運行は交通 

事業者に委託 
尾下線 対象地区（尾下） 

指宿市街地内 

指定乗降場所 
区域 フィーダー補助 

指宿市 
運行は交通 

事業者に委託 
開聞線 開聞全域 区域 フィーダー補助 

対象地区内（自宅を含む）から対象地

区内の指定乗降場所（病院や生活利便施

設等の主要施設）まで連絡する。 

主に交通空白地における生活交通と

して、対象地区内の主要施設間の接続を

担う。 
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指宿市が⽬指す公共交通の基本⾻格 

① 広域幹線：利用促進を図るとともに、今後も確保・維持する。 

② 地域内幹線：生活交通としての市民の移動手段を確保する。地域の実態に合わせた交通モー

ドを検討する。観光交通として路線を維持・拡充する。 

③ 地域内交通：交通空白地を改善するとともに、各地域から市街地への移動手段を確保する。

効率化のための検討を行う。 

④ 補完交通：利用者ニーズに柔軟に対応する。新たな交通の導入を検討する。 

⑤ 特定の交通：特定の利用者の移動を担う交通として他交通との適切な役割分担を図る。 

（３）将来の公共交通の⾻格 

本計画の実現により、持続可能な交通体系の構築を目指す。 

事業の実現化に向けては、利用者・事業者・市民が連携し、地域と一体となった体系となる

よう調整を図り、三者の合意の上で実施することが必須条件となる。 

  

地域内の⽣活交通
を確保・維持。 

観光路線の維持・拡
充。利便性向上や他
分野と連携した付
加価値の創出。 

あいタクの効率化のための
システム構築(AI システム導
⼊など)の検討。 

市街地への移動⼿段の確保。 
路線バス、イッシーバス(定時定路線)、
あいタク(予約型交通)など、様々な移動
⼿段のうち、地域や事業者の状況にあっ
た交通⼿段を検討。 

本市の⽞関⼝ 
として拠点整備。 

駅から指宿港・砂
むし温泉などへ
の⼩規模移動を
叶える、新たな移
動⼿段の検討。 

広域交通(鉄道・広域
路線バス・船舶)は、
広域的な移動を担う
交通として、利⽤促進
を図るとともに今後
も確保・維持。 
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７-４．⽬標達成のための施策・事業 
（１）施策体系 

基本方針（計画の目標）で掲げた目標を達成するための施策は以下の通りとする。 

なお、各施策の実行にあたっては、国・県等の補助金（フィーダー補助）等を活用し取り組

むことを基本とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⽬標１ 
 
変わりゆく時代においても、
指宿市で暮らし続けるため
の公共交通の全体最適化 

⽬標２ 
 
「観光地指宿」としての 
公共交通サービスの提供、 
情報提供による利⽤促進 

⽬標３ 
 
地域の多様な関係者の
「共創」による、持続可能
な公共交通体系の構築 

基本⽬標 

施策 2-1 
市内観光地の周遊環境の改善 

施策 1-1 
⽇常⽣活を⽀える施設へのアクセス・通勤通学の移動⼿段
の確保 

施策 1-2 
⼈⼝減少・⾼齢化の進⾏を考慮した効率的な公共交通の
再構築 

施策 1-3 
効率化・利便性向上のための新技術導⼊の検討 

施策 2-2 
公共交通を活⽤したパッケージ商品等による利⽤促進 

施策 2-3 
外国⼈観光客に配慮した多⾔語対応 

施策 3-1 
事業者・⾏政が連携した事業継続性確保の⽅針 

施策 3-2 
まちづくりと⼀体となった公共交通体系の構築 

基本⽬標を達成するための施策 
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（２）施策の内容 
 

 

 

 

 ＜取組内容＞ 
   本市においては、主に市外などへの広域移動を担う公共交通として、JR 指宿枕崎線・鹿

児島交通㈱の運行する地域間幹線系統バス（3 路線）・フェリー・高速船が運行している。

これらは、通勤通学や観光、市民の日常生活を支える施設への移動手段として、非常に重要

な役割を果たしている。 

   一方で、近年全国的に公共交通の利用者数減少、乗務員不足などによる減便・路線廃止が

進んでおり、本市においても同様の傾向にある。 

市民意向としては、直近 1 年間において公共交通を「利用した」と回答した人は約 1 割

に留まる反面、「将来的には公共交通が必要」と回答した人は約 9 割を占めている。（令和

5 年度実施市民アンケートより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共交通が利用されないことにより減便・廃止となる悪循環を防ぎ、今後も誰もが公共交

通を使った自由な外出・移動ができるようにするためにも、路線バス回数券の販売や的確な

情報提供により、市民及び観光客の利用促進を図り、「使って残す」ことを基本としつつ、

他の公共交通機関とも連携を図ることで日常生活を支える広域交通の維持・存続に取り組む。 

 

 ＜実施主体と事業スケジュール＞ 

取組内容 実施主体 
実施期間（年度） 

R6 

(2024)

R7 

(2025)

R8 

(2026)

R9 

(2027)

R10 

(2028)

広域交通の維持・存続に 
関する情報発信 

市 

活性化協議会 
     

指宿市のりものガイドの
更新 

市      

路線バス回数券の販売 
（調整の上適宜変更） 

市      

  

施策 1-1  ⽇常⽣活を⽀える施設へのアクセス・通勤通学の移動⼿段の確保 

利用した

11.9%

利用して

いない

80.0%

無回答

8.1%

必要

89.8%

必要ない

3.2%
無回答

7.0%

▲直近 1 年間の公共交通利用状況 ▲将来の公共交通の必要性 

適宜実施

⽬標１  変わりゆく時代においても、指宿市で暮らし続けるための公共交通の全体最適化 

実施 

実施 

実施
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 ＜取組内容＞ 
   本市において、主に市内の移動を担っているのは、市内路線バス（廃止代替バス 2 路線）・

イッシーバス（2 路線）・あいタク・タクシーである。これらは特に高齢者の通院・買い物

など、日常生活を支える施設への移動手段として、非常に重要な役割を果たしている。 

   しかし、特にイッシーバスにおいては、近年利用者が減少傾向にあるとともに、運転手不

足による運行事業者の負担増加、委託費用増加による行政の負担増加が課題となっている。 

今後さらに進む人口減少社会も見据えながら、市民がより利用しやすい効果的な運用を目

指すため、車両の小型化やあいタクへの移行など、複数の可能性を比較検討し、地域の実態

に合わせた効率的な市内公共交通の再構築を検討する。なお、本交通モードは地域内の移動

と交通空白地の解消を担う役割であるため、「地域公共交通確保維持改善事業費補助金（フ

ィーダー補助）」を活用し、財源の安定的な確保・維持を目指す。 

また、あいタクにおいては、利用者の半数が片道 100 円までの値上げに賛同しており（令

和 5 年度実施市民アンケートより）、今後の持続可能な運行のため、収支状況等を踏まえた

上で運賃設定の見直しを検討する。併せて、利用頻度が高い方の過度な負担を軽減するとと

もに、あいタクの特徴である“乗合”率を向上させるため、乗合乗車時の割引を検討するな

ど柔軟な運賃体系の検討を行う。 

 

 ＜実施主体と事業スケジュール＞ 

取組内容 実施主体 
実施期間（年度） 

R6 

(2024)

R7 

(2025)

R8 

(2026)

R9 

(2027)

R10 

(2028)

市内公共交通の再構築 

市 

活性化協議会 

交通事業者 

     

あいタク運賃設定の 
見直し 

市 

活性化協議会 

交通事業者 

     

  

施策 1-２  ⼈⼝減少・⾼齢化の進⾏を考慮した効率的な公共交通の再構築 

検討 実証運行 本格運行

検討 必要に応じて実施
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 ＜取組内容＞ 
   近年、全国的に少子高齢化などを起因とする働き手不足が懸念されており、本市において

も公共交通の運転手不足が問題となっている。 

   本市の公共交通を今後も維持していくためには、限られた資源を十分に活用した運行の効

率化が不可欠であり、他自治体でも導入が進む AI や ICT など、交通 DX（デジタル・トラ

ンスフォーメーション）を通じた利便性・持続可能性・生産性の向上が求められる。 

   本市においては、MaaS（Mobility as a Service：複数の交通を利用する際の移動ルー

トを最適化し、予約や支払いを一括で行えるサービス）の考えに基づき、あいタクの予約窓

口の一元化及び AI による配車システム、キャッシュレス決済の導入などを検討する。 

   今後も開発・導入が進む新技術について、国や自治体・民間事業者などの動向に着目し、

必要に応じて地域公共交通活性化協議会などでの議論や視察、関係団体との意見交換を行う

など、利用者への一定のサービス水準を確保することを前提に、本市にふさわしい新技術導

入へ向けた検討を継続して行う。なお、導入にあたっては、事業者と調整の上、実現可能な

範囲で行うとともに、国・県等の補助を積極的に活用する。 

 

［取組イメージ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜実施主体と事業スケジュール＞ 

取組内容 実施主体 
実施期間（年度） 

R6 

(2024)

R7 

(2025)

R8 

(2026)

R9 

(2027)

R10 

(2028)

新技術に関する情報収集 市      

活性化協議会などでの 

議論・視察・意見交換等 

市 

活性化協議会 

交通事業者 

     

新技術の導入 
市 

交通事業者 
     

 

施策 1-３  効率化・利便性向上のための新技術導⼊の検討 

適宜実施

AI による配車システムを導入することで、リアル

タイムでの配車や、「到着」時間を指定した予約

が可能となり、定時の運行に比べ、柔軟な移動や

予約の分散が期待される。 （国土交通省） 

▲AI（人工知能）を活用した配車システムの導入 
（国土交通省） 

▲タッチ決済機能の導入［JR 指宿枕崎線］
（JR 九州） 

▼AI オンデマンドバス（福智町）

実施 

実施 

-109-



     

 

 

 

 ＜取組内容＞ 
   アフターコロナを迎え、今後も観光客の増加が見込まれる中、公共交通を利用した効率的

な観光周遊環境の整備が課題となっている。 

   本市の玄関口である指宿駅においては、JR の特急「指宿のたまて箱」と市内観光地を通

る路線バス「知林ヶ島入口～池田湖線」の相互の運行ダイヤ調整や、電車内での市内周遊方

法の案内実施などにより、スムーズな乗り継ぎ環境の実現を目指す。 

   観光目的での利用が多い路線バス「知林ヶ島入口～池田湖線」においては、現状では観光

地を往復することができるダイヤ設定になっていないため、ダイヤの再編や、夏季休暇や連

休などの期間限定で定期観光バスの運行を検討するなど、本市を訪れる人にとってストレス

なく、滞在時間を十分に活用することができる移動手段を検討する。 

   タクシーについては、指宿駅を拠点とした周遊タクシーの運行などを行っており、引き続

き情報発信をするなど、更なる利用促進に努める。 

   また、海外からの観光客が多い特徴を踏まえ、観光型 MaaS（観光地までの移動手段と

宿泊施設・観光施設などを一括で検索・予約・決済できるようにするサービス）の活用によ

るインバウンド需要の後押しや、貨客混載による大型荷物（キャリーケースなど）の宅配サ

ービス導入なども検討し、観光客の更なる利便性・満足度向上に努める。 

 

［取組イメージ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜実施主体と事業スケジュール＞ 

取組内容 実施主体 
実施期間（年度） 

R6 

(2024)

R7 

(2025)

R8 

(2026)

R9 

(2027)

R10 

(2028)

乗り継ぎ環境の整備 

市 

活性化協議会 

交通事業者 

     

貨客混載による 
宅配サービスの実施 

市 

活性化協議会 

交通事業者 

各種関係団体 

     

公共交通を利用した観光
周遊に関する情報提供 

市 

各種関係団体 
     

施策２-１  市内観光地の周遊環境の改善 

検討 適宜実施

検討 適宜実施

⽬標２  「観光地指宿」としての公共交通サービスの提供、情報提供による利⽤促進 

 

▲定期観光バス（大分県） 

▲手ぶら観光［貨客混載］
（渋川市） ▲観光型 MaaS（長崎県）

実施 
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 ＜取組内容＞ 
   現在、鹿児島交通㈱では市内の観光周遊促進を目的とした、「のったり おりたり マイプ

ラン」を展開している。本プランは、鹿児島交通㈱が運行する路線バス 4 系統の乗降が自

由になる一日乗車券（1,100 円）、二日券（2,200 円）を販売している。 

アフターコロナや指宿港海岸整備等を踏まえ、今後も観光客の更なる増加が見込まれるこ

とから、運行事業者のみならず、行政や観光協会、観光地域づくり法人（DMO）、地域の

宿泊・観光施設などの多様な関係団体が連携した、公共交通を活用したパッケージ商品の開

発・導入を検討する。 

商品は、市内の「周遊」ができる公共交通乗車券と、「観光・体験」ができる施設利用券

や商品券などの組み合わせを基本とし、パッケージで購入することで、利用料金や商品価格

の割引が受けられるものを想定する。なお、導入にあたっては事業継続性なども十分考慮し、

実現可能な範囲で行う。 

本取組を行うことにより、「観光地指宿」としての公共交通の利用促進、地元商品の購買

意欲の向上につなげるとともに、地域全体での観光客の受け入れ態勢の底上げを目指す。 

 

［取組イメージ］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜実施主体と事業スケジュール＞ 

取組内容 実施主体 
実施期間（年度） 

R6 

(2024)

R7 

(2025)

R8 

(2026)

R9 

(2027)

R10 

(2028)

公共交通を活用した 
パッケージ商品の導入 

市 

活性化協議会 

交通事業者 

各種関係団体 

     

  

施策２-２  公共交通を活⽤したパッケージ商品等による利⽤促進 

適宜導入検討

 

▲乗り放題乗車券・施設入場券がセットになった商品（JR 九州・西鉄バス・第一交通タクシー等）
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 ＜取組内容＞ 
   新型コロナウイルス感染症流行前の令和元年に本市を訪れた外国人観光客は約 7.5 万人

で、過去 10 年間で 4.7 倍に拡大している（指宿市観光統計より）。また、市内の主要な観

光施設を巡る「知林ヶ島入口～池田湖線」の利用者も、約 7 割を外国人が占める結果とな

っている（令和 5 年乗り込み調査より）。 

近年はアフターコロナを迎え、指宿市へ訪れる外国人観光客の客足も徐々に戻ってきてい

ることから、観光地までのアクセス方法や公共交通利用方法、一日乗車券の多言語対応、外

国語サイトの開設などによる情報提供の充実に努める。 

 

［取組イメージ］ 

■公共交通利用案内の多言語化 

    観光地までのアクセス方法（乗り継ぎ方法）や公共交通の乗り方などについて多言語対

応のパンフレットを作成し、外国人向けの情報発信を行う。 

  ■一日乗車券の多言語化 

    現在発売している一日乗車券「のったり おりたり マイプラン」は外国人観光客からの

人気も高く、多くの人が購入している。本乗車券を多言語化するとともに、上記の公共

交通利用案内とともに活用することで公共交通の利用促進を図る。 

  ■外国語サイトの開設 

    市内の観光地とそれら

を巡る公共交通の移動

について、外国語のサ

イトを作成し、情報収

集ができる仕組みを作

る。また、サイト内で

バス停検索やタクシー

の配車予約、モバイル

乗車券の購入ができる

ようにする。 

 

 ＜実施主体と事業スケジュール＞ 

取組内容 実施主体 
実施期間（年度） 

R6 

(2024)

R7 

(2025)

R8 

(2026)

R9 

(2027)

R10 

(2028)

各種多言語対応 
（公共交通利用案内・一日
乗車券・外国語サイト等） 

市 

活性化協議会 

交通事業者 

各種関係団体 

     

  

施策２-３  外国⼈観光客に配慮した多⾔語対応 

 

適宜実施検討

▲乗り継ぎ案内の多言語化
（和歌山県） 

▲バス停位置の多言語化 
（大分県） 
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 ＜取組内容＞ 
   近年、全国的に人口減少や少子高齢化を起因とする働き手不足や乗務員の高齢化が深刻化

している。本市を運行する交通事業者においても、乗務員の半数以上が 60～70 歳代とい

った事業者も多いため、今後数年の間に人手不足はさらに深刻化することが予想される。 

   今後も持続可能な公共交通を確保するためにも、新たな担い手の確保は必要不可欠である。 

   求人情報の発信や企業ガイダンスの開催、普通自動車第二種運転免許取得補助のほか、交

通事業者の労働環境改善による魅力向上など、事業者・行政が連携して取り組むことにより、

継続的な担い手の確保に努める。また、自営業や主婦・主夫などを対象に、空き時間のみ運

転を担うことができる、パートタイム運転手の雇用も検討する。 

   なお、具体の取り組みを行う際には、国・県などの補助の活用を視野に調整を行う。 

 

［取組イメージ］ 

■求人情報の発信・企業ガイダンスの開催 

    市内交通事業者の求人について、公共施設や商業施設・公共交通の車内などで情報発信

を行うとともに、市主催の企業ガイダンスを開催するなどし、就職の機会を創出する。 

■普通自動車第二種運転免許取得補助 

  交通事業者からは、二種免許取得にかかる費用の他に、教習所までの交通費や免許を取

得するまでの間（業務を行うことができない間）の賃金も負担になっていると意見があ

った。交通事業者の負担が少なく担い手の育成ができるよう、効果的な補助を検討する。 

■交通事業者の労働環境改善 

交通事業者からは、運転手の資格は有しているが、収入を考えた際に運転手を断念する

方がいると意見があった。地域の公共交通を担う貴重な人材を逃さないためにも、補助

金なども活用した継続的な支援、労働環境の改善を検討する。 

■パートタイム運転手の雇用 

    市内公共交通の担い手を確保するため、通常の運転手とは別に、パートタイムで労働可

能な運転手の雇用を検討する。 

 ＜実施主体と事業スケジュール＞ 

取組内容 実施主体 
実施期間（年度） 

R6 

(2024)

R7 

(2025)

R8 

(2026)

R9 

(2027)

R10 

(2028)

求人情報の発信・ 
企業ガイダンスの開催 

市 

交通事業者 
     

担い手確保のための 
補助・環境改善 

市 

交通事業者 
     

パートタイム運転手の 
雇用 

市 

活性化協議会 

交通事業者 

     

施策３-１  事業者・⾏政が連携した事業継続性確保の⽅針 

 

検討・制度設計 適宜実施

適宜実施検討

⽬標３  地域の多様な関係者の「共創」による、持続可能な公共交通体系の構築 

実施 
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 ＜取組内容＞ 
本市では、指宿市立地適正化計画の策定や指宿港海岸地域のまちづくりが進められている

ところである。公共交通はまちを形づくり、地域の魅力と活力を生み出す重要な要素として

捉え、まちづくりと一体となった取り組みが求められる。 

取組みの実施にあたっては、行政と事業者相互間や、地域の他産業領域との適切な役割分

担を行うことで、地域が一体となったサービスの提供を目指す。また、ひとり一人の意識や

行動を十分にふまえ、交通の問題を考えていく「モビリティ・マネジメント」の考え方に基

づき、市民と協力しながら進めていく。 

さらに、新たな移動需要の創出や、移動目的を生み出すことで沿線のまちを育て、公共交

通の利用促進を図るとともに、持続可能な公共交通の実現のため、さまざまな移動手段の導

入も検討する。 

 

［取組イメージ］ 

■観光 

○指宿港海岸地域の開発と合わせた観光まちづ

くり（運行ルート・ダイヤ）の検討 

○沿線イベントの開催 

○乗ってみたいと思わせる、新たなモビリティ

サービスの導入 

○指宿駅周辺の小規模移動を叶える、グリーン

スローモビリティの導入 

  ■生活 

○立地適正化計画と連携した交通まちづくり

（運行ルート・ダイヤ）の検討 

○乗車体験会（乗り方講座）の開催 

○朝夕にまとまった移動需要の分散 

移動が少ない時間帯に運賃割引を行うなど、

予約の分散・目的地（医療施設など）の混雑

緩和に努める。） 

 ＜実施主体と事業スケジュール＞ 

取組内容 実施主体 
実施期間（年度） 

R6 

(2024)

R7 

(2025)

R8 

(2026)

R9 

(2027)

R10 

(2028)

上位関連計画と連携した 
公共交通体系の検討 

市(関係課含む) 

活性化協議会 

交通事業者 

     

沿線イベントの開催 
市 

交通事業者 
     

新たなモビリティサービス 
の導入 

市 

活性化協議会 

交通事業者 

各種関係団体 

     

施策３-２  まちづくりと⼀体となった公共交通体系の構築 

 

検討 実証運行 本格運行

適宜開催

▲グリーンスローモビリティ（福山市） 

▲電動トゥクトゥク
レンタル（福岡市）

▲ビアバイク 
（横浜市） 

▲乗車体験会（菊地市・柏市） 

検討 
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７-５．計画達成状況の評価 
（１）評価指標と⽬標値 

計画の進捗と施策実施による効果を把握・評価・検証するものとして、本計画で定めた 3

つの目標に対応した評価指標と具体の目標値を設定する。 

 

 

数値指標 現況値（R5） 目標値（R10） 

1-1 市内を運行する公共交通利用者数 
101,985 人 

（R4 年度実績値）
99,000 人 

【目標設定の考え方】 

  市内を運行する公共交通について、効率的かつ効果的な運行への転換、利用促進策を講じる

ことなどによる、利用者数の変化について評価する。 

【算出根拠】 

  市内を運行する公共交通のうち、「路線バス(市内路線のみ)」「イッシーバス」「あいタク」

の利用者数を指標とする。 

 路線バス：現状の利用者数が、本市の 5 年間の人口減少と同程度(約 5%)減少すると予

測し、R10 年度の利用者数を 90,000 人と想定。 

 イッシーバス・あいタク：「第二次指宿市定住自立圏共生ビジョン」に掲げられた「地

域公共交通維持事業の利用者」である 9,000 人と想定。 

➡ 上記 2 つの合計から、R10 年度の利用者数を 99,000 人と設定。 

【データの取得方法】 

  毎年度、鹿児島交通㈱及びあいタク運行事業者、市のとりまとめにより整理。 

数値指標 現況値（R5） 目標値（R10） 

1-2 路線バス回数券の販売冊数 
413 冊 

（R4 年度実績値）
413 冊 

【目標設定の考え方】 

  市内路線バスの利用促進のために販売している「路線バス回数券」について、公共交通に関

する情報発信を行うことによる販売冊数の変化について評価する。 

【算出根拠】 

  「路線バス回数券」の販売実績を指標とする。 

➡ 人口減少に伴う利用者数の減少が見込まれる中でも、現状維持を目指す。 

【データの取得方法】 

毎年度、鹿児島交通㈱及び市のとりまとめにより整理。 

 

 

 

数値指標 現況値（R5） 目標値（R10） 

2-1 観光施設利用者の公共交通利用率 
8.0% 

（R5 年アンケート調査）
10.0% 

【目標設定の考え方】 

  観光客の移動手段としての公共交通の利用について評価する。 

【算出根拠】 

  観光客を対象としたアンケート調査のうち、「調査当日(もしくは滞在中)の移動手段」にお

いて、「鉄道」「イッシーバス」「あいタク」のいずれかを回答した人の割合を指標とする。 

➡ 今後の周遊環境改善や情報提供等を行った結果、10 人に 1 人は滞在中に公共交通を利

用していただくことを目指す。 

【データの取得方法】 

R8 年度及び R10 年度に市が実施するアンケート調査により整理。 

⽬標１  変わりゆく時代においても、指宿市で暮らし続けるための公共交通の全体最適化 

⽬標２  「観光地指宿」としての公共交通サービスの提供、情報提供による利⽤促進 
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数値指標 現況値（R5） 目標値（R10） 

2-2 公共交通に関する多言語化対応実施件数
2 件 

（R5 年度実績値）
4 件以上 

【目標設定の考え方】 

  公共交通に関する多言語化対応の実施状況について評価する。 

【算出根拠】 

公共交通に関する多言語化対応の実施件数を指標とする。 

➡ 取組み実施により、現状値以上に展開されることを目指す。 

【データの取得方法】 

毎年度、市で整理。 

 

 

 

数値指標 現況値（R5） 目標値（R10） 

3-1 公共交通に対する財政負担額 
2,900 万円 

（R5 年度見込値）
2,900 万円 

【目標設定の考え方】 

  効率的・効果的な市内の公共交通の実現による、財政負担状況を評価する。 

【算出根拠】 

  「路線バス」「イッシーバス」「あいタク」に係る負担額を指標とする。 

  ➡ 新たな運行形態の検討・導入に係る費用増大、効率化による費用縮減を鑑み、現状維持

を目指す。 

【データの取得方法】 

毎年度、市で整理。 

数値指標 現況値（R5） 目標値（R10） 

3-2 公共交通の収支率 
13.1% 

（R4 年度実績値）
13.1% 

【目標設定の考え方】 

  効率的・効果的な市内の公共交通の実現による、収支状況を評価する。 

【算出根拠】 

  「路線バス」「イッシーバス」「あいタク」の運行経費に対する収入の比率を表す、収支率を

指標とする。 

 運行経費：イッシーバス及びあいタクの運行経費、路線バスの地域間幹線確保維持補助

金、バス回数券(鹿児島交通㈱への支払い・郵便局への委託料・通信費)の計。 

 収入：路線バス回数券の販売収入、イッシーバスの運賃収入、あいタクの運賃収入の計。

  ➡ 人口減少に伴う利用者数の減少が見込まれる中でも、利便性向上や効率化に伴う利用頻

度の増加により、現状と同程度の収入を確保し、収支率の現状維持を目指す。 

【データの取得方法】 

毎年度、市で整理。 

数値指標 現況値（R5） 目標値（R10） 

3-3 公共交通の沿線イベント開催回数 
12 回 

（R5 年度実績値）
12 回以上 

【目標設定の考え方】 

  まちづくりと一体となった公共交通体系構築のための取組状況を評価する。 

【算出根拠】 

  公共交通の沿線で行われる、動員数 500 人以上のイベント開催回数を指標とする。 

  ➡ 市民や地域の他産業領域とも連携し、現状値以上の開催を目指す。 

【データの取得方法】 

毎年度、市で整理。 

 

⽬標３  地域の多様な関係者の「共創」による、持続可能な公共交通体系の構築 
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（２）評価スケジュール 
本計画の達成状況の評価スケジュールを下記へ示す。 

計画の評価にあたっては、各年度の事業実施状況の評価（プロセス評価）、計画の中間期（令

和 8 年度）、最終期（令和 10 年度）の目標達成状況の評価(効果の評価)を行う。 

 

項目 令和 6 年度 令和 7 年度 令和 8 年度 令和 9 年度 令和 10 年度 

事業実施状況 

（プロセス 

評価） 

 

    

目標達成状況

の評価 

（効果の評価） 

  

 

［事業実施状況の評価（プロセス評価）について］  

● 各年度の初めに、本計画に示す当該年度で実施する事業計画案（PLAN）について地域公

共交通活性化協議会で承認を得た後、各種事業を実施（DO）する 。 

● 当該年度の年度末には、事業計画内容に沿って適切に事業が実施されたかを評価

（CHECK）する。円滑に実施できなかった事業については次年度に向けた改善案を提示

（ACTION）する。 

 翌年度、上記と同様の流れに沿って、事業プロセスに関する PDCA サイクルを展開す

る。 
 

［目標達成状況の評価（効果の評価）について］  

● 令和 8 年度の年度末に、計画中間期として「7-5．計画達成状況の評価」に示す各種指

標の達成状況を評価する。 

● 改善が必要な事項が生じた場合は、令和 9 年度以降において改善を実施する。 

● 令和 10 年度には計画最終期として、上記と同様に「7-5．計画達成状況の評価」に示す

各種指標の達成状況を評価する。 

● その後、計画評価の結果や社会情勢と踏まえ、地域公共交通計画見直しなどの手続きを実

施し、計画全体に関する PDCA サイクルを展開する。 
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７-６．計画の推進 
本計画の推進にあたっては、地域関係者が連携・協働し、それぞれの役割を分担しながら取

り組みを進めていくことが基本となる。今後は、指宿市が主体的にリーダーシップを発揮する

とともに、地域関係者の主体的な取り組みを促すとともに、様々な支援に努めていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

指宿市
地域公共交通を検討

する中心的役割を担う 

市⺠ 
地域公共交通を支える

持続的な取組へ協力 

国・県
情報提供・制度や財政

の支援・調整 

企業・団体 
公共交通利用や関連

施策へ積極的な参加 

交通事業者 
公共交通施策への  

積極的な参加と提案 

学識者
事業推進にあたっての

コーディネーター 
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1 学識経験者
鹿児島大学
名誉教授

井上　佳朗

2
一般乗合旅客自動車運送事業者の代表者

又はその指名する者
鹿児島交通株式会社

常務取締役
西　修平

3
一般貸切旅客自動車運送事業者又は一般乗用旅客自

動車運送事業者の代表者又はその指名する者
山川タクシー

支配人
水流　美紀子

4 鉄道事業者の代表者又はその指名する者
九州旅客鉄道株式会社　鹿児島支社

副支社長
前田　秀作

5
一般旅客定期航路事業者の代表者

又はその指名する者
種子屋久高速船株式会社

所長代理
永谷　真純

6
一般旅客定期航路事業者の代表者

又はその指名する者
株式会社なんきゅうドック

代表取締役
今村　勝博

7
公益社団法人鹿児島県バス協会長

又はその指名する者
公益社団法人鹿児島県バス協会

専務理事
鳩野　浩一郎

8
一般社団法人鹿児島県タクシー協会長

又はその指名する者
一般社団法人鹿児島県タクシー協会
指宿地区タクシー支部会 支部長

別府　竜人

9 市民又は利用者の代表
指宿市自治公民館連絡協議会

会長
西村　甲一

10 市民又は利用者の代表
指宿市自治公民館連絡協議会

副会長
岩本　一宏

11 市民又は利用者の代表
指宿市自治公民館連絡協議会

副会長
中川　堅治

12
国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支局長

又はその指名する者
国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支局
首席運輸企画専門官(企画調整担当)

南　崇

13
国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支局長

又はその指名する者
国土交通省九州運輸局鹿児島運輸支局
首席運輸企画専門官(輸送・監査担当)

西村　英明

14
一般旅客自動車運送事業者の事業用自動車の運転者

が組織する団体の代表者又はその指名する者
私鉄鹿児島交通労働組合

執行委員長
岡　良二

15 指宿警察署長又はその指名する者
指宿警察署
交通課長

福元　亮介

16 道路管理者又はその指名する者
鹿児島県南薩地域振興局建設部

建設総務課長
下竹　克浩

17 港湾管理者又はその指名する者
鹿児島県南薩地域振興局建設部

河川港湾課長
四村　正二

18 鹿児島県知事又はその指名する者
鹿児島県総合政策部

交通政策課主幹兼陸上交通係長
末永　陽一

19 交通会議が必要と認める者
指宿市
総務部長

坂元　一博

20 指宿市長又はその指名する者
指宿市

産業振興部長
野元　伸浩

21 交通会議が必要と認める者
指宿市

健康福祉部長
出島　雅彦

22 交通会議が必要と認める者
指宿市
建設部長

髙田　博憲

23 交通会議が必要と認める者
指宿市

山川支所長
中島　裕一

24 交通会議が必要と認める者
指宿市

開聞支所長
山下　秀一

オブザーバー 国土交通省九州運輸局交通企画課長 鈴木　貴大

（任期：令和4年4月1日～令和6年3月31日）

事務局 指宿市　商工水産課長 宮地 主税

事務局 指宿市商工水産課　主幹兼商工運輸係長 打越　貴人

事務局 指宿市商工水産課商工運輸係　主査 大小田　直人

指宿市地域公共交通活性化協議会委員名簿

構成員の要件 職 氏名
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